
ji奇込災吾容

アブラヤシおイラガ類品群態立ちザ生態，:関する諦

元年6

農林水産省

熱帯農業研究センター



E
Z
口

長

金田

編集委員長

大野芳和

編集委員

小林 仁

高橋達児

山口武夫

西山忠男

葡 ill'主
野崎倫夫

石 J.!I{ 11多



I 紹論. . . . . . . ,, 沿羨● 令瀑舎苓● カ念桑急. . 悠. . 答

I 幼屯の 函忍● 蕩. . . . . . 捨● 為毒• な泣唸. . . . . 3 

lll JJX:1! の形 f息恐繰. . . . . . . 泌掬象・・・・叙. . . . ・2G 

IV 
の詞 に

り

v 幼虫の 'Jifと貧焙吊. . . . . 治. . ● 蕩魯浴恣惑 ・・・・47

胃 幼虫の行動・・・泌籾● 泌籾● . . . . 奪漁. . . . . . 恣o9 

叶 成虫の i'i動・・・必祐必億唸恣● . . . . 芍令. . . 魯● 洛 7

汀総合 ．．．嘩●．．．．．癌命魯・・・・さ・・榮・ ・7 9 

RX 嬰約．．．．．．．．．．．急．．．．．矛．．．魯零・ ・8 fi 

X 参朽~ 文献．．．．．．．．．．⑬ R 魯. . . . . 零・・・・88

X I 写貞. . . . . . . . . . . . . ・ ・ ・ • • • • ・ ・ ・ ・9 1 





ラ
J'’,' 

[
'
 

f
,

＂ 

ラ⇔

びI) こ
p
k
~
じ

阿部令

ー

>, ,. こ J rte kは l8 1 8年アフリカより東南アジアに導入され

且；較『！新しい作杓てあり，東 l'{Jアジアては［としてインドネシャで栽培されていた。そ

のり肖it'「Lt,f/jし＼か，戦IJりは ill!C1)純化技術が低く、 その iii場は大きくなかった。

戦後粘製技術が進几てし，需裳が増したことにより栽培面栢は増加した。殊にゴム，木材

庁梨が絨少したマレ，！シアてはアフラヤンのIJ:昨をこれに代わるものとして，その栽培に

力を入れたのて，現行ては世界最大の生痒国となった (Barrett 1970)。

しかし，新しい竹物であるため、作物としての生態系の中における位岡が安定しておら

ず，また大愧園）:1エしをとるために竹殊な柏相をつくる結果となり，古虫密度を制御する天

敵か絨り， マレイシアでは名所にその古虫の発'I:が見られている (Syed 1976)。例えばサ

，、州のパ モル屯プランデ ゾョ j (7000 ha)ては fi}年 2D 0ヘクタ ル以上の被害を見て

し¥CJ o 

マレイゾアでの ,tな古虫は燦を食古するミノカとイラガである (Sankaran 1970,Wood 

l 9 6 8)。同国のサバ州 (fl]北ボルネオ）では，州政府はこれの防除のために C I l3 C 

(Common'1/ealth Institute of Biological Control) と協力して， ミノガの生態と防除

の研究を 19 7 0年より間始した 0

著者はマレインア I且サバ州と熱、：；： I，度業研究センタ の共同でおこなわれたサバ州農業開

発研究協力の内，アブラヤゾのイラガの防除を目的として本害虫の形態と生態に関する研

究を担刈し吝 r,u州，サンダカンにあるアプラヤシ研究所において I9 7 2年 8月から 19 
7 G年 7月まで 4年間にわたり，これを実施した。

＊あべのほる国際協力 1亡集団筑波股丈研修センタ——
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アプラヤシの主要なイラガは下記にぷす 7種が報告されている (Wood 196&)。

1. Darna !rima Moore 

2 . 生 crop!eclrasp. 

3. Selena nit ens Walker 

,1. Thosea asigna Moore 

5 . Tho s e a J. e l u s ! a. W a I k e r 

6. Thosea bisura Moore 

スジイラガ

キオピイラカ※

ココヤシイラガ

ミヅモンイラガ※

ヒラマルイラガ※

アカスジイラガ※

7. Birlha四旦 chara Swinh. オニイラカ※ ※仮和名

従来これら 7種のイラガの牛態及び生泊史は殆と謡介されていなかった。これらのイラ

ガのなかには多食性のものもある。例えば；り立□ はヤシ類のほか，コ ヒー，

タバコ，ココアなどを食害するが (Bainbrigr,e 1914, lepesme 1947), その生態は不明で

あった。そのためこれらの害虫の牛態の月1(明はヤン以外の作物の害虫防除にも役に ¥'"f_つと

考えられる。

アプラヤシ林の内には作業員の仕宅が散,(1ーし ('1J!'!l6), 住民の飲料水はヤシ林の巾

の渓流に依存している。したがつて，これらの古虫の防除への痣剤を使用は，水の汚央に

つながるおそれがあり，殺虫剤の使川は最少眼度にひかえる必要がある。

そこで本研究ではイラガ類のヤシ林ならぴに飼育条件ドの生態，形態と行動を謁行し，

それらの知見を基に新たな防除法を編み出すことを目標とした。

ここに本研究を完成するにあたっ C, その研究協力を推進された前熱帯農業研究センタ

—所長山田登博上に深く感謝の意を表するとともに，マレイシア国で研究を実施するにヽ':l

り，あらゆる援助を与えてくれたサパ州農閉局長 Tay Eong Beok 博J:, 州(/_研究センタ

所長 PangTen Foung 氏. 4年にわたる研究期間中，研究室，研究器材を用意し，種々

の助言をあたえてくれたアプラヤシ研究所所艮 Antony Lamb 氏の奸意に対して！？く御礼

,pし上げる。

また，研究の進行途 Lつねによき理解と指導をあたえられた前熱堺悶業研究センタ 所

長岡部四郎氏をはじめとしてい］センタ 研究部及び介両連絡室の研究員諸氏，イラカの M

定に種々教示を戴いた悶業環境技術研究所の服部伊梵 f技官，論文のとりまとめに指,.r;を
いただいた東北大学教授松本義明博七対して心からの御礼を巾し Lげる。

更に，現地サパ州でアプラヤシ農園の謁代をぶ容し，また，多大の便宜を図られたライ

フキム・アプラヤシ園の A.IL胃oI sh所長，い内芳夫「場長，実際研究調杏に目らアプラヤ

シ園内で種々の教示，助言をされたサハ州罠地IHJ発公社研究部長 Christopher lloh 氏，

実験の助手として連[]助力してくれたアプラヤシ研究』の所員 Jusnin Ebol 氏に心から

御礼を 1れし上げる。また本資いを発行するにあたり名大の御即解と御指導を戴いた熱閉関

某研究センタ・ーの金 lll忠吉所長，調介 t.'I報部の大野芳和沼長及び日高輝展調介間報官に深

射巾し上げる。
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l 幼虫の

イラカの類は鱗四 II, イラガ村 (l.imacodidac)に属し，本邦にも｛ラカ（別名ナさイラ

ヵ S__11」docamp aへい avesccns Walker)か分布し，桜，枇杷， Mi, 茶，をはじめ多くの本本柏
物を加害する a また幼虫の棘が人を刺す~ ために占，於から、{f 名て，イラムシ~（蛇）とも云わ

れた（廿烏. l 7 l 2) 。これはイラクサのケム:-✓-という意味である。また，棘のことを「黒

色のあつまりたるし処処にありて出髪の如し，若し，これに~ ふれれば誌だ人を悩しむ 1

と記している（小野， 1801),, 

さきにも述べたようにイラガ類はアフラヤン園では巾閲な害虫であるにもかかわら,'

生態についての記録がなかったため，幼虫については，蛹化忙［前にならないとその神類及

ひ令数の識別もてきず，その被¥lfの進if度合も掴めず，防除の指針もたたなかゾた。

そこて，ここに発生の舒過を追って，各令閉における形態的特徴を，記録して，それぞれの

イラカの識別と令期の刊定を iiJ能になるようにした)

材料及び }jzよ：幼虫を 1令から最終令まて，名合ごとに変化する体長，体色．特徴を観察

して記録した。籾めに幼虫体の部伯を識別しが種間の比較の:,r,t;礎とするため？代表的な鱗

姐日カイコの幼虫の側 Ill!図を第 l図 a にぶし，イラガ幼虫の体各節の側面図と平面図を第

l図 b, cにポし比較のJ,t礎とした。

第 l['ZI a カイコの幼虫の体節

第 l! 叉¥b イラカの幼虫 (Thosn asigna)の休節の側面図

-ヽ-八＾＾へ八 i八＾
"I~I " I " I " I .. I " J ,, I~F·I "' 
Vvvv  v vvV  

第 1図 C イラカの幼虫 (Thosea asigna)の体節の平而図
—→一
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図に見る（しおり~ イラカ幼中の体h打数旦力(可):l,ijじてある

第 lII匈節（、 T l)は第 2尉節（「：) :, こか!)れてみズ't,,し＼

！但韮;(八り〉が融t↑ して＼＼，ぞ e…:c':'、',にろ），丈た) • イラカい炒屯

C I C }か主るのか '1'さ贋てあって, ?fl? Ii/尋節〈；'.) ¥か,,、第む

節豆）側庫には 2夕!jい肉拙か打ら名、、 ，員約の放 □第：尉節ど第：
?,f〗 1 州ぷ酋］を Cf))てし、 C 11佃ず・:,・:> lアし＼］ことに）し、［る万以＇べい），［

し、ア休バ'I, {,f,j互その他り）｛『岱｀ク謁斉し；~ 釘 1llえ].'}.I、に位叩月

l. Darn<l !rima Moo『C
、''

木Hは 7令を舒過するく9

l ) l令幼虫（第 2閃 a),, 体 i文 L Dり暉。仝｛本的 it.).しし）］じを： ご，

みを悶びている， 1紆約の大きさは 1口］してき i成しも比較的すくな l,

色で梢化器中の内容か緑色に見える""'rlli¥l蘭jと第 5胆節の背

すいている。この時期の休屯は約。.; mgてある，｝

2) 2令幼虫（第 2柊lb)。休長 L/4 nil記） 1『I川の肉約にくらへ了 側HIび）肉稔

なり，棘,{:;も仲ひてくる，殊に第 2)佃節と第 l0腹節の棘じは長い 0 2 

5腹節の周附に見られた茶色の部分は， 2つの州を誓て連ねた，J:,, 邸形

色は淡贔褐色て，]'『 Ifりの肉術の列の内側には if'j化堺の内容か緑色に

沿，．）て波乃1) に虫｛本をふちどる l~,J の茶色の糾か見られる c
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第 2図 a llama lrimaO) I 1'i女}jリ
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茶色の糾

Orn鉛

1.5mm 

第 2図 bl~c1_1_11_;, U imi_J) 2令幼虫
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くこがってくる，）特に第 2

それり乃肉打賃グタ上の轟しも

り）絞~ 様は，色が心や屈；；；し

9胆

様 iこ

9
ふ良

路一g
 。51
'

 

＂さ対総

3mm Smn, 

CしダC
L
 

訂
今

3
 n-r-a-

、ー99
-

! r i oi aの 3令幼虫 ,TT 2 l:s:I d 四旦胆しの 4令幼虫

5) 5令幼虫（第 2図 e)。休長 6.2 mm。｛本印は 4令と変わらない。これまで虫体は淡

条色であったが，この令で第 2腹節まては淡貨褐色に，そしてそれより後は淡黄緑色にな
る。

G) G令幼虫（第 2図「）。体長

竹ifiiの肉船の枯部が椿色になる。
9. 6 mm。｛本色は前令と変わらないが， 第 8-9腹節の
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第 2図 e R立王旦上竺の 5令幼虫

lOmftl 

A8f9 

20mm 

第 2似Jg生巳旦旦旦旦の 7令幼虫

第 2図f !Jar n a 6令幼虫

7) 7令幼虫（第 2図 g)。体長 ILg mm。

この令期にはいってから，体色が紅変するの

か本柚の特徴で，体のir,txiは艶のない灰色と

なる，また背面の肉稲は全部小さくなり棘じ

は体の後部を除いて小さくなる（咋貞 l)。
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2. Macropleclra sp. 

Macroplectra sp. の幼

令を経過する。

1) j令幼虫（第 3図 a)。｛本長 lぐ：1 mnぃ体色は淡禎緑色て」＇透町，体側伽の内稲は

Darna trimaのそれにくらべて長い。殊に；Fi、「の 4対は後 'f':のそれに比べて大きく［木刑は

偏、じて！計部のそれは後平のものに比へて Hい， i'r間にある肉症は小さく，棘［は少なく C

小さい。

虫は四上旦旦旦屯り）幼虫と比 て：Jfうもゼぅ象うもじ！て：いる。 本種は 7

2) 2令幼虫（第 3図 b)o 体長 2、0mm,, 体色は淡褐色，体刑は，やや細長くなる体側

面の肉瘤の大きさの関係は前の令と詞してあるが，｛本側面の肉術は第 3胸節，第 l腹節の

ものが他の腹節のそれらのものに比べてやや欠きい，各肉瘤とも尖端に長い棘しが 1本あ

そのまわりに小さい棘ーじが多く見られるり， 

Imm 

渤m
 ゜-J
I

I

'

 

2mm 

3mm 

2mm 

第 3 図 a~rop I e c ! r~s p. の l令幼： 第 3l*I b 匡口旦i_3. sp. の2令幼虫

3) 3令幼虫（第 3図 C)ぐ)体長 L2 mmo 体色は 2令と同じく淡黄褐色，この令まては

体は半透明である。体型，肉煎の大きさの 1見l係は第 2令と同じであるが．第 3と第 4の腹

節の中間の1r面に 2本の褐色の縞が現れる。

4) ,j令幼虫（第 3図 C)。体長 4.8 mm。この令ては，特に体乃'L

はない， 'Ir面にならぶ肉痢にそって 1対の褐色の糾が現れる。また，

節の間の'Ir面にあった 2本の船は 4本になり tlつ釘明になる。

体色で前の令と変化

3令で第 5と第 6腹
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Omw 
Om苫

5mm 

第 3図 C 笠竺工どしlcctra sp,rJJ3令幼虫 第 3図 t n s P. (1〉4令幼虫

い）り令幼•]((第 3 図（、l) o 休J文 6.8 mmo l本色は淡伍褐色から（於貨緑色になり，背面中

部と後部の 2箇所あった 4本の縞はやや皐畠仏く位『明になる（：第 7と第 8-9の腹紐jの背面

にあった 2対の肉府はその且部かオレンジ色を悶びてくる。

また第 2と第 7の股節の側伽の肉症の尖端からやや後万に米粒状の褐色の日杓器官か見

られるのは本神と見戸」1a l rim aの 4ゞ 5, G. 及ひ 7令の幼虫のみである。はお， この器

官の殿能は不明てある 0

6) f3令幼虫邸 3図(')。体長肌 3mm。｛本色は第？腹節まては淡的色房第 3腹節より後

は緑色になる場合が多い（う体の背面には iE!JI線をよる白線とこれに交差するしヽくつかの白

線により肋・l'J'状の模様か出る。また，第 51腹節の背伽には色の薄い部分があるが，この部

分は 7令になると釘やかな黄色になる部分てある（）だい＇］と第 8・9の腹節の背面の肉柑

の）.t ;'¥ドは i!'fやかなオレンジ色になる。

-8-



O恐m

5mm 

10ぼ珀

初:::; ['o;J r: 令幼虫

) 7令幼屯（第 3図/;)C 休長 1 l. 5 mm。

休色し［第;>,!l虹節 ii:.Cは淡紫色，それより後

部は険緑和てあるが＄背而のみ且尾端の 1灸1稲

のそば哀て，淡紫色をいする。第ら腹節の背

,f:i k ii} 状の美~ 色の模様か出る（：そしてこの盟

第 3図！

t)、！莫t沿の；いに］対の黒し＼｝はが見られる（どげ真 2)。

又， この令の幼虫は 3··•·4 日を舒ると黄色悶

状の位様は白色になり，史に'.?I.! ・3 IIな紆

て曲をつくる。
白色罰状の松様

O芍田

5mm 

10mm 

15mm 

s P. i!) 6令幼虫

0mm 

5mm 

10mm 

15mm 

第 3図 g _Macroplcctra sp. の 7令幼虫
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8)  Darna !rima と Macroplcclra sp. の幼虫の磁別点
''--- --'―..  - .'――"' 

ァ:ゾラヤヽ／のイラカは，孵化 "'1時はしヽずれも休長。べ 8・l.4 mmて小さく，その識別は困難

てある，とくに，』立..!!.!旦旦旦と笠巳_i:opled 門の幼虫はよく似ていてル—ぺなしでは 5

令あたりまでは識別できない。しかもい］じアプラヤン林巾に 2, 3師のイラカが分布し

いることかあり，どくに~ 旦旦H と ~I.,旦四ぃ上旦旦_§sp. が 緒に化息している場合か
多く，防隙対策の上てい忍な識別か虻求される 0 布 l人に両神の識刈点をぷした m

第 l表 と` s p. の識別点

令期

l令幼虫

I) a r n a上□皿E Macroplcctra sp, 

休刑は丸，みをおび｀怯1拾iも丸み 体型はやや尖つて偏平

をおひ，第 4腹節と第 5腹節の で肉甜も尖つている

背面の固症の),し］りが条色に色づ｀く 0

2令幼虫 第 1Jlj,, 節と第 5腹節の背印の肉 凸肛且! 較べて体

3令幼虫

甜の内側にそつて州を連ねたよ 刑も尖つている。肉廂も

うな模様が現れる" 棘じも大きい。

H じの校様は 2つの弧をつらね 第 2腹節と第 3腹節の間

た形となる。

4令幼虫

5令幼虫

及び第り腹節と第 6腹節

の背面にそれぞれ 2木

の茶色の糾が現れる。

第 2腹節と笥 71似節の側面の内 上記の 2本の糾は明瞭に

症に米粒様の付行堺か現れる。 なり iL II本に増える。

第 8・9i!ll節の背ifliの肉莉は他 Darn a 旦旦旦の 4令幼虫で

のものに穀べて大ぎくなる。 現れた米拉様の付将器は

第 8 9 il¥i. 節の背'I、f1iの肉約は大 本柿ては第 5令幼虫にな

きくなる。 って現れる（，第 7と第

6令幼虫

8 9腹節の背rmの肉
荊は大きくなる。

I: 紅］の 1対の内甜の），し部が怜色 ！、：出の 2対の肉栴の），し部

になる。 が橙色になる。

7令幼虫 虫体の背1f1iは初のない灰色にな 第 4腹節と第 5腹節の間

る。 の背面に1ft明な黄色の帯状

の校様が現れてくる。

（参名）

肖今．卵場所

将曲場｝祈

1Jヽ 佑曳1(1i。

忙 I・/20 __ n 

小咬表!iii0 

地上。
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3 Sc!ora nitcns Walker 

本種の幼虫は大邸で，釘叫な緑色をしており，その棘じの鋭いにめよく知られている。

アプラヤシのイラガの幼虫の几本的体呼を分けると， 4 つの聞に分けられる。立~-

, Macroplcctra sp., Thosea bisura 及び lliruthamula 立~ 等はややほそい！リ問

JPJ 
Jヽ.・.' n aは短円筒刑， ＇「hoseave!uJ」立は偏平で木の菜の様な形であるのに

くらべ C, 本釉は体刑が1り杜型をしており，前後に突出した肉筋も入きい。本神は 8令を

経過する。

1) l令幼虫（第 4図 a)体長 2.2 mmo f本色は淡黄色で平透町，棘は短し＼が太く，背面に

褐色の 3本の縞か見られる。

2) 2令幼虫（第 4図 b)体長：I. 3 叩 1。体色はわずかに憑くなり，背面の 3本の褐色の

糾はやや薄くなり，中央のそれは象Illくなるが，連続して j本の線となる。肉術の上の棘じ

はやや細くなる。背IIりの肉荊の 1Iー，J, 第?,'第：3' 第 1' 第 6及び第 7腹節のそれらは小さ

くなる()

Omro 

)mm 

4偉m

第 4図 a a n I I ens l令幼虫 第 4図 b Sein『a nLl__c:_11_~2 令幼虫

3) 3令幼虫（第 4図 C)o 体長 5.t mm。休色はやや料色を帯びてくる。背面の 3本の

脳は中央の 1本だけを残し Cii'lえる 0

,j) 1令幼虫（第 4似lu)。休長 7.6 mm。体色は介休に緑いろを帯び、背中の中央にそ

って断続した帯がみえてくる。この常は中央は肖，その外側は！慧，又その外側は貨色であ

る。

-11-



0田m

0mm 

4mm 

3mm 

8mm 

6mm 

第 4 図 c~nilcns の 3 令幼虫 第4図d Setora nilens の4令幼虫

5) 5令幼虫（第 4図 C)。体長 9.6 mm。 4令でii汀,,線の背面に出た帯状の模様は，色
が鮮やかになってくる。第 2' 第 3. 第 4. 第 6及び第 7腹節の背面の肉瘤は，小さくな

る。ー }j' 第 2, 胸節，第 l' 第 5, 第 8-9及び第 10腹節の肉瘤は大きくなり，その
棘もも黒く太くなる。

6) 6令幼虫（第 4図［）。体長 13.6 mm。第 2, 第 3, 第 4' 第 6及び第 7腹節の背面

の肉荊は小さくなる。背面の巾線に沿って ;If!ぶ 10個の方型の模様は，中心より青，黒，

貨の 3色に彩られ外側の黄色の部分は細い楕円朋の校様となる。

-12-
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lCmm 

ゴ 0mm

10mm 

20mm 

寿く』‘
＇ 
て
9
9

打
牙 の 5合幼虫 第 4図 f Se!ora ni(cns の6令幼虫

7) 7令幼虫（第 4図 g)。｛本長 2り.8 mm。第 2, 第 1' 第 6及び第 7腹節の背曲の肉桁I

は1lii合 (f、「分位に小さくなり t 背伽に晶んたJiJI'! の校様は明瞭となり，又各模様の間には

船10,の罰がはさまつてくろ。
8 } 8令幼虫（第 4図 h)。｛ふ長 28.Ummo 体色は袖令と llijじく緑色，全般に肉翔が小さ

く紅ったのて，体全｛本か角柱型から．ソーセ ジ様の 1リ筒型になる ('/cf.真 3)。又，第 8

9腹節の背i、日の肉荊の棘しは，赤味を愕びてくる（，この時期になると，幼虫の腹脚は今

まての偏平な刑より，やや凸刑になる。この時期は所謂前蛹期て，体色も信t明な緑色から
やや糾色を罰びた色にかわる。胆脚はその刑が変わり葉との接触面が少なくなる，ととも

に？粘 il女の分必か少なくなりヤシの第への粘行）jは社って，幼虫はしばしば莫から地上に

枯` ちる。

-1:)-
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8令幼虫

'1. Those a as i gna Moore 

木種の幼虫は他のイラガに比へて特徴ある色彩や形をもつているが，やはり，行令期の

ものは他の神と間迎えやすい。本神は 8令を舒過する。

l) J令幼虫（第 5図 a)。体長広 lmm。体色は淡黄色平透明で，肉細は全体として小

さいが，第 2, 第 3ll(/rj節と第 l, 第 5' 第 8-9腹節のものが他の肉細に比べて大きい。

第 lll紺節は外から見えるが，これは本種の］令幼虫にのみに見られる特徴である。

2) 2令幼虫（第 5図 b)。体長 3.5 mm。第 l胸節は見えなくなり，背面の肉術の内側

に沿って茶色の—対の線がみえる。棘はやや長くなり背曲の 1[ 中線に沿ぅてこれの両側に

数個のご角ゃ四角の模様が見られるようになる 0

3) 3令幼虫（第 5図 C)。体長 5.7 mm。体色は淡偵色から黄色に変わる。前令の背血に

見られた三角や四角の校様はいくらか叩Jを変え肋竹状の模様になる。

'1) /4令幼虫（第 5図 d)。体長 7.9 mma 休背tfiiの肉甜は削後のものは大きくなるか中

間にはさまれた第 2, 第 3, 第 /4' 第 6腹節の肉袖は小さくなる。第 1, 第 2, 第 3, 第

6腹節の背面に 4対の白点が現れる。

-14-
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5 l f, 令幼虫（第り［文le 〉。体長 ll, 5 m間介まて液箕竺て虎つ

酌合に見られた 4対の「］点は発浮して 3個の淡紫色の栢 1「]の模椋

は本神の特徴であ J て，最終令｀式て続く。

0)い合幼虫（第 5図 f) O 休長 15今 6m, ぃ体色，体~ 籾とも 5令と大

校様の 11り部のもかは瓢箪'門になろ 校様の色は ,1,心か怯色て周い

らZL.;(, '11間と役乳IIり）も (I)し巧叶I'いにはq'j妹八・州の模様か現れ、そ'"

O"m 

10mm 

aの5令幼虫 第 51メif 「hosea 旦旦旦の 6令幼虫

", 
LCIW籾

ZOmo 

7) 7令幼虫（第 5図 g)。休長 22. 0 mm。｛本色はIll明な緑色になり， 3個の模様は II月瞭

になり，外側は訊色て緑とられる。また，中央の校様の中に日い 2fl月のー：日月打リの斑点か

見られる。

g)  8令幼虫（第 5図 h)。休長 32.S mmo 最終令になって，肉拙は~ 丸みを ・/;Jびて小さく

なる，また，棘もの尖端が赤くなる。体長 30 mmを超すのは 7種のイラガの中では本柿の

みてある。淡緑色の休色、校様は 6令から 8令まて殆ど変わらない。

~16-
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第 5図 h の 8令幼虫

b. _Thosca vctus!a胃Ik C 

木種旦休;J『か伽i平て楕 l'l1刊であるのが特艮である"幼虫は 8令を経過する。

）［令幼虫（第 6図 a)。1本長 l.1 mm 。体色は淡黄緑色で半透明，全体が偏、Fな楕円

刑て 廿巾線をはさんで， 1-t11に平行に背面に肉約が並び，側面の肉荊は体の前端と後端

を除いて，ほぼ詞じ人きさで抄んている。

2) 2令幼虫（第 6図 h) o 休長 2.1叩ぃ休色，体籾とも l令とほぼ同じであるが，虫体

体側面の固約との区分がはっきりしてくる。背面に並ぶ 2列の各肉瘤をつつんで淡緑色

の札［か 2本現れる。

3) 3令幼虫（第 6図 C)o 休長 3. 7 mmo {本色は淡緑色．｛本節のはば節間部にそつてひ

だ（凹み）かでてくる 0 背面の肉和に沿つて出来た 2本の帯に挟まれたた中間帯は，やや

l'i色をおびた色になり．その中に紡師叩の灰色の模様が巾心に面してあらわれる。

1) 1令幼虫（第 6図 d)。 体長 5.2 mm。体刑，体色は前令と大差はないが，背面iE

中綜に沿って出来ている中央の灰色の堺状体の校様の内で第 4腹節と第 5腹節の中間部分

がわすかに橙色をおびてくるのが見られる。又体のひだは前令よりも明瞭になってくる。

この頃より皮hりはややざらついたl'V.い感じのm1r,1状になる。
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A ゚

第 6図 b Th9sea'旦主旦 2令幼虫
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10mm 

第 6図 d I加這旦立J_u_s」_!,j令幼虫
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fi) 5令幼虫（第 6図 e)。休長 11.I mm。 4令では背面に現れた淡怜色の部分は 5令に

なると鮮明で，中に児点をむもつ桁円収となる（図中 A)。そして止中線に沿って見られ

た灰白色の帯状の部分は黒い給で緑どられる。

6) (i令幼虫（第 6図［）。体長 18.I mm。体色は少し灰色がかった緑色になる，背ifi1正

中線にそってみえていた灰白色常は前部，中部，後部の 3つのに分断される。その形は前

部が馬蹄刑，中部は紡鍾型，後部は細長い楔刑になる 0

10mm 

第 6 図 e 」ji_o_~竺竺」巳旦 5令幼虫 第 6図 i」fl_Q主旦豆！豆旦 6令幼虫
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7) 7令幼虫（第 6図 g)。体長 21や Ii m叫休側血の肉熊は小さくなる。体刑や体色は 6

令と大差はないが）正中線にあった 3つの校様は町瞭になり？殊に中部の模様は色も形も

鮮明にはる C また？肉瘤に生えている棘 Lは黒くなる。

8) 8令幼虫〈第 6図 h)。体にi:25 mm, ヽ 7合幼虫に蛉べて側印および背trりの肉謡は小さ

くなり，体全体の形は丸みを帯ひてくる 'ii巾線にあった 3で）の模様は史に太,... ,'.!,'い枠

られ洛中央の桟様の中は黄色と椿色で彩られ〈 Y さ 今主であ·.)九 2 つの~ 黒点は梢

写真 5) 0 

第 6図 g _v el u吐!.7令幼 >l!

0mm 

10mm 

20mm 

9
ん、,'‘ 

~i ん

に
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代
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後m
 ー゚
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ー

ー

1
1

1(1mm 

20mm 

相m
 ゜
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,

'

-

第6図 h J亙匹旦竺旦主旦 8令幼虫

6. Tbos_'c.! bi sura Moore 

本種の 7令幼虫は背面に， l対の鮮町な亦い円形の模様をもつので，他の神と明瞭に識

別出来るが，若令時には特徴か少ないので，識別はやや困難である。 7令を経過する。

I) 1令幼虫（第 7図 a)。体長 I.6mm。 体色は淡黄緑色で，体全体が半透明であり，

模様はない。他の種と達つて各肉術の尖端付近には細い棘毛に祝じって，太い棘屯が生え

ているのが唯一の特徴である。

2) 2令幼虫（第 7図 b)。体長 2. 5mm。体色；体形は l令幼虫と同じであるが，肉術

の太い棘毛はなくなり棘毛の数は増して色は洪くなる。

-20--
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) 3~ ヽ 幼虫（第 7図 C) c t本長 I..fl mm。 2令幼虫に戟べて棘毛は増加し．普通の棘じは

体色と「,;/L <淡緑色なの iヽ ー肉荊の尖蟷の棘もはこの令では茶色を里する。

,J) パ令幼虫 第 7図 d)。fi.5 mmn 休色は淡緑色になる，第 3詔節ど第 1腹節の間と第

胆節筍 ;j腹節と第 5胆節の間，詞し第 51復節と第 6腹節の間に淡紫色の菱型の模様が合

3個現れる n

fj) じ令幼虫（第 7図 e)。体長！〇.5 mm。1じ背中線背面に白い縞があらわれ，それを挟

んで虫体の前より後にかけて，四角と菱形を況ぜて淡紫色の校様が合計 10個現れる。

6) G令幼虫（第 7図 f)。体長!6. 8mm。腹節背巾iの肉荊は小さくなり， 5令で正中線

に沿つて見られた紫色の・・連の校様は，連鈷して紫色と緑色の交互に視った一本の縞とな

る，また，笥 3腹節と第 4腹節の間には円形の中間に・対の紫色の丸い斑紋が現れる。
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7) 7令幼虫（第 7図 g)。体長 2L 7mm。

体色は鮮緑色全体の形は丸みを堺びて，

側面の肉前は小さくなる第 2第， 3胸節

の側面の肉矧も小さくなり，その色は黒く

なる，背面の正中線には紫色の帯がとおり，

また，第 5腹節に見られた丸い斑紋は閲状に

なる（図q,R)。なお， 7令幼虫の後期には，

体色は針やかな緑色からやや II行い緑色にな

り，棘毛が後ろ方になびくようになる。

20mm 

7令幼虫

本種は大きさ。色彩ともに芥令時には Thosea上し臼上1に似ている。 7令を経過す,;;:)0 

l) l令幼虫（第 8図 a)。体長!. 2 mm。体色は淡黄緑色で肉旅の尖端には

b i s u r aに見られたような太い棘もはない。第 3腹節の部分の背面が緑色をしている。 第

6腹節と第 7腹節の背面の 2つの肉荊の間の距離が接近しているのが特徴である。

2) 2令幼虫（第 8図 b)。体長 2.2 mm。 1令虫と休型，休色とも変わらないか？肉瘤

の棘じが茶色になり，背面の 2列の肉船にそ}て白い 2本の縞が正中線をはさんで走って

いるのが見られる。

3) 3令幼虫（第 8図 C)。体長 3。2mm。体色は淡緑色から緑色になる。体印は 2令幼

虫より細くなる，又，第 2, 第 3, 第 4の1似節に l対づつ合計 6つの白い斑紋がみられる

ようになる。

4) -1令幼虫（第 8図 d)。体長 1.fi mm。第 3胸節の背面に赤地に白の卜字を浮き出した

模様があらわれる。背面にあった 6個の白い斑紋は削えて合計 l0個になる。

5) 5令幼虫（第 8図 C)。体長 6.8mm。第 3胸節の背triiに赤色の 5角形の模様かでる"

iF. 中線を挟んで現れた白い斑紋はその後ふえて lfi個になる。また，背面の第 3, 第 4の

腹節の中間に一対の赤い桁円形の斑紋が現れる。

6) 6令幼虫（第 8l'ZI r)。体長 9.8 mm。 5令て第 3胸節に現れた倒立の 5角形の赤色

の模様は、色が襟くなり形も変わってくる。また，背面には 2つの白い斑紋が現れる。
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) 7 f? 幼由（第 8図 g)' 体長
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20mm 

第 8l必Jg見ir l ham u l_a吐立:..!7令幼虫
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8)幼虫の識別

成虫に較べて幼虫はその個体数も多いので，発生時にこれを見る機会は多いが，その11ff 

舒過は甲いから，引期にその神と lt行の進行状況を肘んて幼虫の布令期に識別することか

必裳てある。上述の形態的な特徴の確認によりそれは可能である，他の令や他の種の幼虫

かりも0しているときも' --っ＊つ特徴をとりあげて謁行すれば，容易に識別できる。

lil 成虫の形態

幼虫と同様に神の識別かできなければ，その'I,態謁査や防除指針の設計が困難である。
ここては， 7神のイラガ成虫の形態をしとして翅の模様から識別できるように，その特徴

についてしらべた調べた。

lス形態とその，哉別法

了神のイラガの成虫について，その形憶と大ぎさを閻示し，その色彩と約の模様，翅の

脈相，前翅長，体長などの差沢を中心に晶介した"I戊虫は雌と雄では触角の構造に差巽は

あること，雌は雄よりも約 [0%大きいことか明瞭てある（，他の形態には差異は見られな

かった。いすれの種も体色は同じ淡褐色てあるので，色彩と翅の模様だけによる識別は困

難である。翅の脈相の種による凡況はtとして前翅の径脈と中脈とのをむすぶ横脈の部分
に多くみられた。イラガの代表的なナミイラガの前姐と後坦の脈相を第 9図と第 10図に

ぶした n

何れのイラガも雌雄，脈札lは同じである。通常，観察するにはキシレンやベンゼン等の

溶剤を裕れば翅脈は明瞭に見えるか，水久プレパラートをつくるには鱗粉を落す必要があ

る，，イラカの翅は比較的丈火なのて, ] 0ないし 20 %のアルコ ル水溶液に翅を浸して

超訂波洗n,機をつかって鱗片を落とすのも— .)j t}; てある。

つぎに成虫の図と坦脈をボし，その1'rl~ について，J,¥J杏の鈷果を述べた。
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a
 

径脈と中脈を鮎ぶ横脈 2A

c 2 c ＼ M M 2 

第 9図ナミイラガの前翅の脈相

翅脈名 C (i]ij象iI脈, Costa), Sc  (%11り緑脈, Subcosla) R (径脈, Radius) 

M (tit脈 Media) Cu  (!H脈Cubi!us) /¥ (fll脈fln a I) 

径脈と巾脈を結ぶ横脈

第 10図ナミ イラガの後翅の IU~f/1
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5-・・・---------..J..... ____  .• .J 
2じ

~ さ

灰,,,,iat四打足t 久~· 
伐,rnaicr紐m

b
 

C 

i
必マ

1•3 

い5

1.I▼ 枚第 旦」庄し a成虫， b IFi翅＄ ぐ後糾

2. 成虫の形態的朽徴

! !__r□, Moore (第 lI図）
本柾は小邸のイラカで 合岱にも分布してしる (Kawada 1930五休色は淡和色て 雌糾

ど~ も前翅に横に↓ る4本の褐色の船かあるためス：¢ イラカの名かある。［討翅はやや矩J朽

近い形をしているも前翅の径脈と巾脈＄小脈と肘脈を鮎ぶ 3の字邸の横脈か不明瞭，後姪

脈と中脈を紅合する横脈も弱い。
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cu 
加 croplectrasに

20ミ，

。 釦oropleotrasp. さ ;;,o'? 

c
 

Rが3

2 IXI 

5い＼牙； j 2図）

文iンのアプ

"p' ;:J 成 '.Ii令 b 1iii約' C 後翅

研究由で杓者により発見された新種である

て，やや

とはぼ同し大きさ~ のイラカで｀想の色は淡褐色で，その形も

，雌は薗翅の外縁にそぅて lI個の褐色の斑点がみられる。雄は

2つの褐色の斑点かあり，また雌と同しように前翅の外縁にそ

いか 11個の褐色の斑点がみられる｛ヽ

伯切の任脈と ljl)訊中脈と I!寸）脈を鈷ぶ 80)・y)・りの横脈は明瞭てある。後翅の径脈と中脈

和を鈷ぷ横脈も明瞭である。 ~ 

以I:の 2釉は前翅長は 25・・・27mmある。］し巳_1:._a_旦上匹．は水、ドにとまるが， Macroplcctra sp 

C は頭を Lにして殆ど椎直に近い角度てとまる特性がある ('IJ貞 l6)。
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Seわranitene 年
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l
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20 
1 -・ 

,1 o,, 
1to, 
'"I ＄

 S£t叫i.a"よえむ心

c
 

叩 I;3図 Scto ra a成虫， tヽ切翅， c後組

3) 亙Cl Of o止旦旦 Wiker(第 l3図）
大利のイラガて体色は淡褐色，雌雄とも IIり翅の前緑中央よりそと外緑に平行に走る縞を

... 本もつ。雌は前緑に達する処てfi(かに広かっている。前翅の第 5径行脈と中脈を結ふ横

脈は明瞭てある。後翅の径脈と中脈を粘ぶ横脈は S字刑をしており，ややイヽ明瞭てある。
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a
 

I I ――古 'I
0 40り

9-
ThoふeaM~gna 

zo 
8
 

40, 、9

Tho<1l'-<1 aA-<.gM 

b 

第 l1図且直旦a.:il」［口 a成虫， bi祠翅， C 後切

4 ） 

立Clor1』旦上旦
と1,,1様にこれらの 7がn0)'いては大加のイラカて，休色は淡褐色，坦も閃

い。翅長は 25mm を超し，雌胤ともり］は HI し模様~ てあり， 前翅の色は前紺より後緑の巾央に

かけて一分されている，） nりりは淡く，後方は褐色かやや裁くなつ -c>-rいる。また，前縁虹
くに・・側の褐色の丸い紋がある。

前翅の第ら抒）脈から第 l中脈をへて第 2巾脈にいたる 3

の字刑の横脈は前 'I'分は弱し‘ 。後翅の抒）脈と叶!j脈を象，［ぶ横脈は弱い始と見えない。

Moore( 第 i~ 収I)
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a 

化
＞ Thoaea ve tus ta 6 

1;t1ミり

加 spavetue妬？ ~o ミ 'I

9ヽ.t
 

第 I5図旦連竺_a__ v ct II s ! ~a 成直 b, i祠翅， c後翅

5) Thosea 竺 tusta Wiker (第 l5図）

雌雄体型と翅の校様は同じてある。翅の模様は前焙の外縁近くに沿って，白い縞が外緑

に、V・frして見られることと，その内側に荼色の丸い斑紋を！個もつのか特徴である。

脈相は他の神とはやや異なっている。前翅の径脈と中脈を結ぶ横脈は見られない。 ま

た，中脈の ~t 幹部に‘りたる脈が不明瞭である。後翅では径脈と巾脈を結ぶ横脈はない。
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1四seaDtsura 奴）ミ， ”四eabi紐 ru t え0汀

b
 

, umm 

c
 

第 lG図 a成虫， ［）前翅， C 後翅

6) 旦四土~b I s II口伽ore(第 l6図）

巾り')0)イラカで，姐の模様は雌趾同じである。 1lり翅の外縁にそって， 8個の茶色の三角

ii'/の小さい紋が並び，それよりやや内側に，条色の円形の斑紋と，三角型の斑紋が，上下

に連なって、化ふのかみられる。

伽翅の翅）脈は vetus!~ に似ており，径脈と 111脈をむすぶ横脈が見られない。第 1

中脈はイ~llfj 瞭てあり，また, qi脈のじ幹部に＇りたる部分が消失している。後翅では径脈と

巾脈を粘ぶ横脈はない。
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a
 

〇
20!'I 

Bi rt ha m・u 1 a ch a r~~ 早 ゜ Birthamula chara 6 70,,, 

c
 

第 l7図 Birthamula cha a成虫， b前翅， c後句

7) Birlhamula chara Swinh. (第 17図）

前種と同じく中 J¥2のイラガで，体'!'!'切の模様は雌雄詞じである．，前翅の外縁より作か

巾に人り，外縁に沿って三角即の紋か 8個縦に ,Hiぶ、うその内側に：：：： f ! 月刑の紋があり，そ

の紋より後緑にかけて縦に縞が一木走る"これ方の紋と縞は総べて褐色である。

前翔の径脈から第 1巾脈をへて第 2中脈にがる描脈は不明瞭である。後坦の径脈と巾脈

を鮎ぶ横脈はない。

以上が 7種の成虫の外観的形態てあるか，何れも体色は淡褐色で，堕には茶色の縞や紋

がある。後翅は膜状で，薄く模様の類はない。雌雄巽なる翅の模様をもているのはMacro-

plectra sp. とSetora nilcns 2種である。

8)  . 成虫の識別の要点

発生初期には成虫の個体数は幼虫に比べて少ない。他の鱗翅目が況在した場合は識別が

困難であるから，翅の模様よりも，翅の脈相を，1.11ぺる必要がある。イラガでは前翅の巾央

部で径脈と横脈を結ぶ部分に現れ f3 Iの字叩の部分に相違が明瞭に見られる。
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虫の飼育

廿りぢにも記したよ〉に， イフカの幼虫の反内には名くの肉拙かあり その上には鋭い棘

しが多数あって，その外見が強そうに見えることから，占米 i牝バん人郎、lとも呼ばれて

きた。しかし．外見とは逆に飼行してみると，死じふは:)9 %と泊！く，実験室て飼 ftに出

火た例は極めて少ない"条 I])-「カイラカ（ーエh工j_3Q_i_Q_り上｛旦エ旦_i;_ii_Hutler)では南川 (l9 F, 2 

）により幼虫の飼合か成功してる:, ナミイラ 1/(J_f11do1、門竺Jl__il旦 avcscensWalker)につい
て水野 (l9 6 IJ)は詞｛］ができなか）た。渡部亨（［り ljー／）はこれの幼虫の飼育はできたが，孵化

幼虫 lい0匹巾幼虫期間を完［したものは 7l几てあり，死虫辛くが贔いために, lt_態の観察

はできす，令数を翡べることもてきなか｝た。

アプラヤンのイラカも死虫半高く，（}、［東ヤシ林から採集してう実験室に持ち帰ると，

の!L'fに既に，殆どの桐体が1占的状徳にあり，＇合を経る紆に生仔虫は次々に該べて，飼百は

極めて困難てあ・:;.t込:,,「;ong 言｛）り 76) は ij_~Li1i1 J_1こi璽旦の幼虫を実験室に持 I:,込まず'
野外て生合状態を，胡べそ叩化から成山!,:t.-;. るまでの観察を行し)'生nmi nuの死亡ボは
）， セントてあったと報：りしている !J,' 野外状態は口て 生態についてに記録とれな

,~0 

著者も本研究の初J間に，た

じ↑jit
 
7! 
のも

9

J

 f-
P
タ―- に全数：，,,.,ら、一

虫と違ぅて夕丈験室では外:l.'木か翡¥,"i.:. ?;/). その八

!J a r n a 

詞百しこが，その内＇］合にあ

。このように，般の鱗翅日の幼

いての祖告はこれ

なかっに。

しかし，このよっにその生態も庄i古史も不明のi人態では，防除の力針を立てることはで

きなしヽり）て，先す，飼介怯を確立することか必度てあると考えたも

そのため，ます，目然状 fj~' 網'\{内， または丈験卒古での幼虫のlf:Tfを観察した。

て，それりの状況 f:で死亡キsを高める原因について解析し，詞 ff庄の確立を刊的として晶

内研究をおこなった。

l . 野外における幼虫の死虫；中；

目的：野外の幼虫の死虫；-¥-(を知るために生有の観察と；j・ー，た 0

Jj iJ: : l 9 7 5年 5月研究所内のヤシ p:11て_ll_;i_『]し!上rl門j と見巳凸［巳~-旦~5 p. の幼虫かり．存

しているヤシの鯰を｛［怠に l0枚とり，各葉 Iいいた幼虫の!J,ffとこれの孵化した卵殻数

を叫録して，幼虫の死虫半を訓へ tこn・巴 rr, a上□ー111_..'! ゃ Macroplcclra sp. の幼虫は孵化し
てから，すく歩きはじめるが，速度は l抄叫 lO. J mmとおそく 50・60mm歩いた後，摂食を

はじめ，平 IIないし 1日をへて，すく Ill(りに入り， 2令幼虫になっても，ヤシの第がある

限り， 50・60mmしか移動しないの c, Pl -・ 菜 I:で， tj:ffの追跡，ii,¥]行ができるから，その葉

のI:にいる幼虫の令数を，J訃べれば夕じ虫ギもい出録てきた。芯令幼虫の行動状態の・例を第

l 8図にホした。
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伶

孵~ 化した卵の設 幼虫
ヤ，/
び）'i]', /¥¥ 

4 さ

-----. 

筍 l8図 野外のヤシの釣り）［の幼虫ど卵の状態

第 2表 アプラヤン鉛上の孵化卵数と It:打虫数

心--一.----一-~~.----・-------.-----・. --------------・------• ・-----・.------・ ―-―---・--―・-占-―------ ------・.. ___ _, 一—---.. -- -・・-
虫名 ヘTl !Jc {f虫数 孵化卵数 ~!: 存キ;(%) 

• ・- ••• .•• • • • • - • . ヽ .-" • - _,  • • —-・
一~

ll a r n a旦上111J! z l 7 3 0 5 6. 6 

t 6 37 43. 2 

Ma c r op I c c t r a_ s p. 1 7 3 l 51. 8 

l ,J 3 5 4 0. 0 

訓行小策数： Darna しr旦~-a'~り~cr o JI I c _i;. tr~s p . ともに各 lD枚

糾，果：，i,~ べた第の上の幼虫の令期， ll:_行虫数？孵化卵数の平均を第 2表に示した。この糾

果から，止江旦止山旦，及ひ Macroplectra sp. とも 3令に令るまでに，はほ半数が死亡し

ていることが観察された。この観察調査と平hして野外の葉の上での卵の孵化率を知るた

めに野外から，』3上□上旦皿gの卵のついている小第 20枚を採集して調べた結果，孵化；和
は平均 94 % (最少 gO % 最晶 lO O %)であることか観察された。

さらに，食股数を，屈べた鈷果ては L口EL上直3及ひ晃acroplect□s p. ともに 2令幼
虫 1Iiじ当たり l O -1 6箇所の食餌痕があることが判った 0

旦四旦 hisuraの幼虫は卵殻を食べると報告されているが (Ilerts let等 1975),J2.: 狂_112
」旦ゃ生roplectra sp. では卵殻はそのまま残すから，卵数と食痕数から，そこにいる

幼虫の令数と死亡ヰ；をほぼ推定することは可能である。
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2. 網室内飼育
前項 lのヤシ林での生育調代から死亡率が高いのは捕食性の天敵によると考えられたの

で，網室で飼育をおこなった。

網室は第 19図にポすように縦，横，高さは，それぞれ1.4m、7.Om、2.18mでヤシ林の

外の解放された場所に建てられた。ヤシ林と同様な日照陰状態を作るために天井には角材

を並べて，日照を 60%に制し，周囲にCassoa javanica (コチョウセンナ）をうえた。

また，外競は l4メッシュのサランの蚊除け網を張り，床はコンクリートであった。床の

うえに砂を 2cm敷きつめて水を撒き，床からの輻射を防ぐようにした。

飼料川のヤシは一年をへたヤシ (iiを川いた。

供試昆虫は上虹旦旦且旦を川い， 2令の幼虫を野外よりヤシの葉ごと採集してきてそ

れを網室のヤシ伯の葉の上に乗せ，極力これに触れないように取り扱かつて営繭するまで

飼ffした。飼育叫始後 1週間ごとに死亡ヰ；やその生tr状態を鵡査した。 謁査は l9 7 3 

年 5月におこなった。

調介結果：死亡率，幼虫の令数，牛育経過日数，繭化幼虫数を第 3表に示した。

生存虫は 6日後，ほぼ半数になり，その後も泣って， 26日目には 1匹になり，その l

匹は 28 U目に営繭した。すなわち，各令を経るごとに幼虫数は半分以下に減り，死亡率

はきわめて高いことが判った。

第 3表上虹旦旦止旦 の網宅内の飼育の死虫数

項 r1 経過日数 l 3 l 9 Z 6 28 

'I: 虫数 3 0 ! 6 繭化 l

死亡虫数 l 4 5 4 

令数 l -2 3・1 4 -5 5 -6 5・6 

A宰 B喉

1年,,,のi'i'i

第 19図 a 幼虫飼育/TJ網室の内部
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第 l9図 幼虫飼有）！！網窄の構造
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3. 屯内における飼 ff

以-上の野外および網室での飼白帖出と比較するために，実験宇で飼有訓杏をおこなった

方法：普通の網張りの飼白箱を使う Ji法と疫わらない。ただし，ヤンの小第を枯らさない

ために．葉の一端を水に浸すようにした。そのために箱の「に水容器をおいた。飼百箱の小

集は底面の隙間を通して約箱の下水容堺から水存;:るようにしてある（第 20図〕。

及ひ上~OS_竺_:l • どをlost~ーの 3種を供試虫として使用しい 0
の飼育箱に 5匹づつ， 3箱合計て各神 lら］し，つ飼行した。

l 9 7 3年 6月上旬より 7月ド旬の訓に飼 ftとぷ¥]査か行われた。室内の温度は 28 C食

湿度は 76 -7 8 % (平均 79, 9%)てあった。供試虫はいずれも一令の幼虫を野外か

ら採集してきたものを使用した。

粘果：調介は幼虫の生存虫数，経過 ll数罰繭 Jl Darna trrma 
..、

は 生育逹上令期を経る紺に死亡虫 匹残りその制体は宮繭した。死虫

ヰ｛は高かった。

の死虫；、は ]l_~_r11~l_ _r i ma より史に贔<, G令で'!:{f虫数はりになっ

た。 Tho sea竺ー!_ _lJ_ミりは前の 2種に比べると牝虫粒は少なく， 'I:育期間は通常より
ll間も長かった。しかし， 1 5匹の四 3見か幼虫期間を完［ーし営繭した。調杏した種類の

内最も死虫率は低かった。

しかし、全般的にみて Ve」豆旦に比へて他の 2種の死虫中｛は高いと判断され

第 4表 室内詞介の 3神の幼虫の1育状態

種名 経過日数 11 ''j j 2 g 3 5 ,j g 

生虫数 l 5 

死虫数

゜生虫数 ! 5 

S~lora nitens 死虫数

't虫数 i 5 11 I! l 0 

Thosea ve!usta 死虫数 4 

゜
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4。晶湿度状態での飼有（トタンケ ス）

以［いくつかの条件て幼虫を飼合したか，いずれも死亡；わか砂く幼虫期を終［させるこ

が困難てあった。 たまたま， ごのい期に，り動かにふく，哀弱したと見られた幼虫か

いたので，これに社を吹き掛け f;:;~t ア. , にわかに砧））を 1111復したを見て，多湿かfi≪ltrに

よいことが推察されたのて，名心状態； C の飼介を丈施して Itft状態を糾介をした，9

力f};,: トタン板て箱をつくり，その 1Fi1/11を）ー［ラス板の引）iてとした箱（第 2j図）を使

川した＄箱は贔さ横ざ縦，贔さ，それそれ, 6Ucm, 30cm, 30cmで中には小邸の飼介節を

l 0桐いれるようにしてある。小印の飼介籠は第 23図 aに小すようなものて，水左いれ

たコ j プにヤシの鯰を必し，コ，プじ） I'. には切れ目をいれた網板を被せヤシの億をその切

れ IJを通して［に出し，その網板の 1にはドlf; りり•J 0)籠をおいて，その巾で幼虫を飼う様に

i夫されたものてある。ケースは密 1訂され.Cおり，中におかれた l0個のコップの水の蒸

散により，ケ スの中は贔い紺度を似→ ようにした。糾育幼虫も，少し条件を ftえて，

りarna ir1ma の卵を野外から採mして，れから孵化した幼虫を使川した。謁介は l9 7 ::-l 
年 8月におこなった。

糾果： 1t ff経過日，令期，化打虫数，外＇［こ虫数を謁ぺた結果を第 5表に小す。

この結果から化育中の死し虫キsは低いことか刊り',:沿い湿度状態かイラカの 'Lft叶II!: (! 
平を高く保ち生育に適していることかHi,扁された。

第 5表 贔湿度状態（トタンケ ス）の I厄!_~ 旦ユ璽初の死じ虫敷

項日 舒過 u薮 8 15 2 8 3 0 

虫薮 27 2 6 2 5 2 2 l 8 

死亡虫薮

゜
' ， 

令期 ! ~ 2 2 3 3 -4 4・6 6・背繭

5 アプラヤシ林の氣象

いくつかの飼介をおこなった帖果から，湿度と幼虫の1trfとの間にはなんらかの関係か
あることが，推察された。そこて，それそれの飼介を行った場所の温没や沿度，を比較す

る為に，ヤシ林，戸外，室内，飼介トタンケ スなどの氣品と湿度を観測した。

調介方法：観測点はド記の 5点でflい， 7 I.I IIU観測した。

l)ヤシ林 ：ヤシ林中，木のド，地!:I m , 白焙箱内

2)戸外：誘餓灯の地点，研究所 2階のテラス，地」： 4 m 

3)網室：地I:l m, 百第箱内

4)実験室：実験机上

5)飼育箱内：飼育トタンケース内

--11-



観測期間は l9 7 ,1年の 6月をえらんだ。この時期はマレイシア，サバ州のでは雨の名

い時期と比較的由の少ない時期かあるが， G JJはその中間に '"1たる時期てあるので， ド均

的な氣象を表す期間てあると朽えられた。

翡介糸＼果：第 6表 a, hに 3時間ことにとった気温と湿度の観測値をぷした。また，

間の氣集状態を知るために，サンタカンのり間の各月の気品と沿艮投び降雨凧も

にがした。これらの叫録から 1外｝ったことは

l)氣温については，｝，外と紺]'1,,は殆と l,i]じて， ヤン林と紐1宰はそれ

に低しヽこと，宇内はそれに比へて⑰ く， また， 'ii'ド変化かいなか，

2)紺度は飼有ケ ス，ヤシ林，紺j'苓，宇内の順に高いことが平1]った。

3) また湿度の変化は Ji外，ヤシ林，網＇；召等ては伎間は高く, I I中は低くかった。

内では—- u中の変化か少なく，)'外よりやや低く 80 %辺〈であった 0 ま
飼有トタンケース内では， t,,,',度は宰 1月と l,ijじてはあるが，竹，＇り＇］されてし‘、る

湿度は，はほ-ii巾 90 %を保、）ていることか観察された 0

1)そしてこれらの気象はサンタカンの仕 11:J氣絞観測値を見てもわかるように 8,

月に多少気品か閻くなり，（屈度か低くなることかあるか，年間］は殆ど変らな

状態にあることが刊った。
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第 22図 各観測点における同曰気品およひ虚度の変化

第 6表 c サンダカンの仕 1/U'Ji均氣温と糾度 (I9 fi 0 l 9 7 0) 

——-~-- • --~- --~ 

）］ 2 3 ;j ,・ G 7 8 ， 1 0 1 l l 2 年11:J平均、J

氣品（び） 2 6 2 7 2 7 28 2 R 2 8 2 8 2 R 2 8 2 8 2 1 21 2 7. 5 

湿疫(%) 8 4 8 3 8 3 3 l 8 l 8 I 8 0 8 0 7 g 8 ! 8 4 8 1 8 l. 8 

雨:1t(mm) 4 8 3 2 77 2 I 8 I ! 1 l 5 7 188 l 7 0 2 0 l 23 fi 2 5 9 3 6 8 47 9 2 6 2 
（年間合，；l・JJ5llmm) 

罪科年表による
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6 . t.j ft tiについての検討

本項ではいくつかの条件の卜で飼酋をおこなった。ヤシ林での飼内てク） 1.4'_ fi; 年の観察に

よると，ほば，幼虫は各令紺に，その T数か外;lこしており，このような状態では供試虫か

泊失してゆくために継続観察かでず化態の醐介を行うのは困難と思われた。

網宰での幼虫飼育は抽食性天敵が人れない状態で飼有したが， ここでも，ダじじぶは野外

（ヤシ林）の飼育と同様に高か，った"この原囚は捕食t'L天敵の以外に険原囚があると推論

された。

方．野外からの採集時や室内での飼ffは飼料の交換時にピンセットで幼虫を掴み移し

替えを行った。これはイラガの幼虫がヤンの位に確りと付許していることと， イラカの幼

虫には鋭い棘があるためである。しかし死Lした幼虫の多くは体液や隣みを出し？体色か

黒みを常びて死んだものが多かったこどから名えて，甲に牛活環境の逆してないために仕

んだものの他に，虫体がピンセットなどにより傷つけられた市が起因となり．雑内に似さ

れ，死亡率を高くしたと推論された。

イラカの幼虫は胸脚は退化し腹脚も偏平になりこれが胸脚の部分までを含めて~ 身体のド

面は生ゴム様の状態に成っており，また観察によると枯液も分泌するので，その枯柑力は

以外と強い。刺毛の鋭いイラカを採集する時には．そのためピンセットで強く挟む Wか虫

体を船める原因の一つになっていることも観察から判った。

また，これと並んで，ヤシ林，野外，網冷('実験室の温疫と湿度を測定したか, 1l1i 3者

の中では，ヤシ林は湿度がi'iliいことが観察された。また，それ等に較べて，実験‘与は沿段

が低いことがわかった。

幼虫に籍をかけると行動が泊発になることや，また．粘液でその脚を湿らしながらヤシ

の第に粘杓しながら歩行している状態から ti/'論しても，高い湿度が、't内に適していること
が判ったので，試験的に湿度の高いケ—ス内で飼行を行ったが，その結果生合は極めて奸

いことがわかった。

またこの飼育ではたまたま，個体飼 frを行ったことも，死亡；年を低くした厭因と考えら

れた。 Miller (1933) はイラガ同志が接触した時に，棘で偽をつけと報告しているが，こ

のことから考えても個体飼育の方が飼村に迎していることが観察により推論された。

以上幾つかの観察と観測の結果，飼育時の仕じキ：をト―げるには，次の条件が必要である

と考えられた。

(1)飼育環境の雑肉を少なくすること

(2)幼虫体にはできるだけ触れないこと

(3)湿度を高く保つこと

飼育方法：実験室で飼育する処狸としては，つきのことが処理 lーク．必要条件となると朽えれ

た。

a . 飼育HJ具の消毒

b. 高湿度を保つ箱の利用

C , 幼虫の個体飼育

d . 新鮮で，余り汚れてない第の給飼

そして，飼育はその後，これらの方針に従って進められ奸結果を得た。
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7 飼百方法の改

観察翡白鈷凩をも 力い飼白に次のような改汎策かたてられた 0

ぐ、

ケ

ヵ し＼ので，

を卜に糾 わせた 0

れて外し芍る幼虫が多し＼ことか判ったの

網を •lH りかえた。また§ 個休飼育の方か死亡ポ

は作の葉をおくために菓の給水川にこ:1., プ

(})試1'「の後に第 23図にあるような t¥'!のものを採

｝りした。

構ヽ〗は熱湯泊ふに以えるように

ており ！、： Fの円形の枠部には j

孔を利）！］して C サランの網を枠部

さオした（；

2. 飼 ff

既こ，気象観訓の項 IIで述

l mり11112 0 mmの。アルミニウムの板で枠糾みで作られ

千キスの釘の f!Jに合わせた 5対の小孔かあって，この

帖i定するこどにより網は容易に張り替えらるように

トタン製の企閏容器を使川した（第 21図）。

3. 炉虫の取り扱い）if}; 

幼虫はヤシの第に恢く吸許しており，こ iを他の第に移す時などに， lJiしむときのピンセッ

1一の脚）Jが幼虫を傷付けるのことか・n:, 1こので，この様な時には，幼虫の付いている葉ご
と切り取り序他の策に移すよ "1にした。この方法により，幼虫の傷古による死亡は極めて

て少なくなった()

4マ｀アフラヤシの葉の取り扱し<}j 

アプラヤシの第は樹冠の中心を出て閲鉛してから順次外側に移り剪定されるまで， 2年

かかるので¢ 外側の薬は埃による凡れが多い，従来から埃の多くついた道路際の古い第に

はイそ力にの加＇古が少ないと報；しされている (Turner 1971)。このことは，埃に汚れた葉

は餌として不迎当なことを示している。しかし，葉はやや強く洗うと，菓の表面のワック

スか落ちて目然状態とり＼なるし．乾燥し易くなるので，汚れの少ないのものはやそのまま

飼料にした。

ヤンの葉の水分は立本時には t)g % • 給水してケ—ージにおく場合は 3 日後も 64% を維

持する，乾燥により水分か絨少し， 58%になると鯰は丸まり第J・ の幼虫を包み込んでし

まうので，餌として不適当であることもわかった。従って餌料用の鯰は，なるべく汚れの

少ないものを使い，洗わずに与えるようにし， 3日ないし 5日間は交換するこんとなく，

使川した。

以 Kのようにイラカの飼有に il汽古となる因 fを捜し出し，それらの対策を講じたので、

その後の生存ヰ｛は贔くなった。飼f「は効果的な飼i'ti)~ が確立されたため，飼育期間中の供
試幼虫の版少が小さくなり，形態的及び化態的叫録がiiJ能になった。
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第 23図 幼虫糾育HJケージとその構造
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V 幼虫の生育と食

l • イラガ幼虫の1Lftとヤシの策の食・,!{!1t 

イラガ幼虫のヤシの倍に対する食古 11t, 11 ff状態言についての報；りはこれまでなされ

いない。しかし， これらの知見を得ることは被古の解析と査定，そして防除には必嬰な謁

介Jj1日である。

，揺介 }jl)< : 前掌で飼 {fの効果的，釣切な }ji}; が見出されたのて，それに孤・,て飼育をおこ

ない， !1}IJ• 幼虫の食第 L-L 行動，体長その他の観察・ri項を記録した。

2. 飼育時の条件と 11:ff 

飼 ff時の条件として， (a)乾燥と (b)M ilfJ状態の 2つを月l意した。乾燥状態とは特

に乾燥した空間を設けたのではなく，実験室の空氣状態が詞白用の密閉したトタンケ>>

に較べて乾燥状態にあるので，対奴上このように呼んだ 0

3. ヤシの鯰の種類

餌として /IJいたヤシ葉の柿類としては

］）．アブラヤシの成木莫. . . . G年］り仝 l0化牛のもの

2) . ココヤシの成木菓. . . . . i•U L 

3) . アプラヤシの幼伯葉・・・・アプラヤンの発りして 2ヶ月を経た幼侑の葉

;j) . サコヤシの成木第. . . . . 5年生の葉．．．．

以卜の処刑条件と 7神のイラカのを全部糾み合わせる*が'ilよしいか供試虫の数か不充

分であったため，それぞれのイラカについての 4処PHないし 2処坪の範囲の組み合せを作

って調介を行った。

,1. 多頭飼有

幼虫数は多叩飼行を，iJしみた見り王エfl_P_I_,り上~s p. の今部を除いて， l ケ．—-ジあたりの幼虫は

l Vしずつとした。

これらの観察湖行は l:l 7 1年 4月から同年 l0月の間にアプラヤゾ研究所の実験室で行

なった。

本，J乱介ては幼虫の 11,rr期間は孵化日から］的曲開始 11までとした（）その期間に幼虫の食侶

血柏（平hrm) , 死じf¥''l:ffの !l数，令期間 I.I数，｛本長を糾べた。また， 1部の幼虫は
休小測った。

糾介象，『果 ：木晶j内の粘果は Darna trima から始めて Birthamula chna までの 7種の

イラガについて各処刑条件卜の供試虫の IJ:{f中¥. 令数， itft I」数は第 7表にポした。又標

凡t的なアブラヤシの成木鯰を餌としてげえた場合のIJ:育期間，体長，令期間，食葉 ti, 体

中については第 8表 (a- g)にホした。またアプラヤシ以外のココヤシ，その他の餌に

よる 'I:ffについては第 9表 (a・・f)に小した。これらの処即条件によって，幼虫の!J:tf. 

；年は大きく況なっていることがわった。

I) いすれのイラカについても共辿している処Jillはアプラヤンの成木鯰を餌とした乾蝕
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と礼，Jti月のが気状態との糾み~ 合せ（：あった。そ（乃象古出乾蝕状靡てよ〈 'I,

戸旦_n!_のみで，乾心度合に関係なく 11ーー百したのは，

:rf!(~s._(: _ _a .".J」ll_ーロ且 0.)砂種であー、た。凶Ji1月状態てよく ljrfし
iectra s;, ーの 2柿て、湿i17]状態てなけ Ji.け牛白し J;(し

の 2帥てあー一、た c

の条h渠から， JJ1i_l三3、"s i)Lil __りを1怜し＼て幼由

百したぢ且ll ち M~~l 守氣は殆との幼虫の牛介に

〈第 7衣）。

2) 幼虫の合期間はりarna lrima, Thnsea hisura, 校び Birthamula chara が 7令，
←―- - ~--- -

竺~-CLリJ!ectra sp_は 7令て 部のものか 6合て，他の 3柿 〗口りL• n__i_}_'門_s_, Lりり竺」
豆旦!1._ll, Those~y_~!___I!__□」 は 8令てあった，） 3) 1¥: ff期 1/lJ, 令期間 休長の 1川係を第 24 

図；―l -- Iにしめした。第 8表とあわせて，みる l';「 ff 期間は_l)_a~ 」旦見!と

L! s P. , 及ひ］江しtham II I a 111 ビ~｀が最も知く」Jro_s__£Jl占］＄』J..il_, 年 1_()□ -~-U;:_11_5 がこれに次

竺り旦_;i. Thoscaピ旦咆ぎーかふ岱ばかいことがわかる成長咄線は 部 4令時期て lllj

凸かあるか，双 1廿I線に五い線になーていることかわかった n いずれの幼虫も全般的に，最

終令にはし、って後 IiI! なし、し 5ii予経て後， ;i/r,i『/1'1月蛹期!/rJに八るためぐ体長は縮小甘るの

か見られた。

，i）幼虫の生 tfど食鯰 !Hお」び体中の 1見I係左第 25 1・ 匁

ら休 ,f,:, 食鮒鼠とも対数的に削，IJ廿［てし＼る~-- (ビがわかる。

間に相閲かみられた（第 26 t叉！）ゃ

また＄その食付を，揺べるために，

ヶ月）の笠とココヤシ(

してりえ，その生有状態を闊

果を第 9表と第 l0表にホした。

サゴヤソの葉を餌にして Thosea vetりsI aを飼frしたか， iし合しなかった ココヤシの岱

による飼 ffては llama trima と Setora nitcns は本来 :1コヤシの古虫であるため， lilri謁

生有し小百期間の遅延はみられなかった。」rク^ 常に1Lfrした。 □巴竺_;i~.2,i_幻丑は 1Lfr 

わる<, l令から 3令まての間で死じ:する幼虫か名かったり本神ては特別の処間として l

令から 2令まではアプラヤヽンの第で飼有し， 3令からココヤ：／で飼合した，それにより外

亡 9年は低くなり， ~I: 介観察は出来たか，！［育の令数は］令WIえて 9令になり， IL脊の日数は

7 FI長くなった。

紺)た字パじ）状態で

最人公的数的な

令 し＼ず、 Jしも

であると見 さ
しす

4,¥ 

アフラヤ／の成木梵以外の飼

nりCif era) 及びサ
--

た() !. 部のものを除し＼

キ

したの

，とり↓; 0 C a 豆豆邑こ旦旦及び

Darna trima, Macr-＾、 9

と

第 2い図 bに平した。この図か

た4台期間と幼虫の体長どの

して，その幼佑＼約 2

Me!roxylon sagas)の葉を飢と
- - -

lie ff状態は良くなかった。その条古

Macroplcclra sp. は11,.nわる＜，その始とか死じし，残ったものは→，IJLのみでその個体

は 8令幼虫であった，そして IJ:{f期間は 36 llを紆ても繭化しないて死亡した。

ついで、 アブラヤシの幼 1'i'iによる飼 ffてはりし試虫として, Jl..~.~ 上'--・'-"・'四 ，•ctlltJPI じー

上旦~sp.,Thosea__a_s_i,_!_;_11__3 及ひ J:_ii_lls_~_V__ t:_~ し臼』の 4帥類を供，；式した o j)_a __ r_ロ tr i ma はlj:
i'f悲<, ,j令になるまでに 211しをのこして令部死亡した,0 残った 2pしも令薮が増え 9令を

舒過し， 2匹の内］匹は 37 LI日に他の 1Vしは 39 I Iまで L/:き延びたか，＇詞繭する •Ji: なく死

じした n Thosca asigna と Thosea y_c tus l_a O) 2者は 3令になる ilりに令個体仕亡した。

幼虫期間を仝うして，常繭したのは Macroplectra sp心のみで幼虫期間が仰かに長くなった

ヵ¥, 'i !i ff. 芥:;! こ1!:(fした。
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第 8表 a l)arna lnma 
、一
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第 8表 b Macroplcrtra s1ヽ ）．のアフラヤソ成本偉による！［育
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第 8表 d Thosca 豆旦凹凡ーのアプラヤンの成木第による !J:ff 
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第 8表 P Thosca vctus!aのアプラヤシ成木鯰による 11:u 
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第 8J.k f のアフラヤンの成木第による生育
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第 9表 a Darna t aのココヤゾの成木倍による 1tff 
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第 9表 e n" r n a ! r Im a のアブラヤシ幼佑鯰による庄育

- .、――. ・・・・・ 
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第 l2表 幼虫の終令時の体 'ftと食第間

種名

Darna trima 

Macroplectra sp 

Those a 

Those a 匹旦門」.~

Thosea bisura 

llirlhamula辻旱

休，n
1 3 0 

l 3 0 

2, 1 D 0 

3, 5 D 0 

I, 5 3 0 

8 2 0 

3 8 0 

mg 食第惜 cm

2 fi. 5 

J O. 6 

3 l O. 0 

H 0. 0 

2 I 2. 0 

l 8 8. 0 

6 7. 7 

幼虫最終令休 ,ng 
!. 0 6 

l. 2 0 

I 2. 5 

l 5. 2 

8. 5 

7. l 

2. 6 

食第閉／体虫

8. l 

g. 2 

4. 6 

4. 3 

5. 5 

8. 7 

6. 7 
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また， 1つのケ ジに複数の幼虫を人れた多数叫詞有の試験を Macroplectra sいを

供試虫として， lケ ジ当たり 2pc, 3仇及ぴ 4罪の条件て， fillはアプラヤシの成木の葉

を与えて謁べた粘県を第 7表に小した。そのIJ::ffは悲<' 4匹飼有区， 3匹伽lf-f区では全

個体死亡した。 2匹伽Jir区では 5糾 l0匹の内 l糾の巾の 1匹を残して，死亡した。

コつヤシの成木の茂及びアプラヤンの幼刊iの策のonさはアプラヤシの成木の菓と戟へて
凡があるので，それぞれの葉のり1位印積当たりの巾さを第 1l表にポした。この表から分

かるように甲伯面柏あたりてはペココヤシの笑はアプラヤシのそれよりも，じいこと，又，

幼伯の菓は成本に較べて杯いことか分かる。従・,て，食鯰mの記録をする時はその !ftをア
プラヤシに換訂して叫戟した。

幼虫の期間に食べた鉛の情を，fihtで幼虫の最終令時の体祖と較べて第 l2表にぷした。こ

の人から分かるように，幼虫は体,ffの 1.3倍ないし 9.2倍の屯屈の築を食べているここが

分かった，，各イラガ幼虫 0)食性を第 l:3表に小した。

第 I3表 アプラヤンのイラガ頚の食件

((Q)は食性あると報苫されていろもの）

寄じ M物

イラガ名

上旦旦止」

1,lacroplectra sp. 

Sctora nitens 

Thosea asigna 

Thosea velusta 

Thosea bisura 

Birlhamula chara 

註：＊

* I, 

アプラヤシ

◎ 

◎ * 5 
◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

ココヤン

◎*  

f ヽ

Dammcrman 1929 

サコ~ ヤシ ココア

◎ * ◎*  

◎ 

◎ 末3

◎パ

Miller 1933 (二，，パヤシ，、ニボンヤシ）

その他

多数＊

多数＊し 1

多数

* 2, 
* 3 
)I(4 

Lepcsme 1917 (ハナナ， コーヒー．クパコ他）

Conway 1971 

Sorauer 1928 

* 5, Kimura 1978 
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胃 幻虫の行動

! . 幼虫の菓への吸着力

イラガの幼虫の特徴として，背~ 巾には鋭い棘しを釘し，また胸脚と版脚は合体して軟ら

かく弾 }Jあるゴム板状の脚となっている。またご〈少扇ではあるかここに粘液か分泌

ている。このために幼虫は鯰に密 i'rしており，多少位を叩いたり'幼虫を引っ張つナこ')し

た位ては葉から離れない程度強く葉に打いている。このことか幼虫を採集するときに『・ を

つかわすに， ピンセソトや木片を使って，菜から幼虫を離して採集する結果になる。

軟らかし、幼虫を使いピンセ，:J Iてり1き糾がすために強く挟むので，採集時に幼

似付られ，死亡率を高くする l訊囚と考えら、｝した。そこで先す，幼虫の菜へのもり着力どこれ

吝引離す時に必嬰な虫休に対する抑 )J左測定することを試みだっ

謁l責方法：粘酋力の測定は，表面曲力測定沿の原岬を応月］して作←、た，・；液曲の代わり

の菓を，また接行板の代わりに幼虫を用い コ゜
ろ，ふ

↓

i
 

スチノ、クの板を使用した。

その構造と測定万法を順をおって第 27図 a, b, c にぶし

の代わりには

ず｀ プ ラ y
 

板に幼虫の許いたままのヤシの葉を張り付け，幼虫体をピンセットて快んて｀，ごれを低か

ら判かれるまてリ1っ張り，幼虫体の倍か，ク）最llかれた時のプラスチックの板の』］かり度合を

読んだ。その日盛りまでの張力を分銅ご測れば，幼虫の笠への粘着力は測る*がてきた。

次に幼虫体を快んだピンセ y 卜の机l)}の測定は休力据力吋の原刑を応用［たものて， ピ

ンセットの又の部分を切り，蝶番て接合し，その開きの度合を測る H~浴りを付けたピンセ

，＂卜を使用した。祝｝］を測定するには，このピ 1/セ，，卜で，幼虫の吸朽力を測った時と

し力て幼虫を挟み＂そのときの開き度を日盛りで読み，肖び幼虫をピンセットで挟み同じ

間度になるまでの！［｝］を前詞の吸竹）］を測ったとけ様に夕｝銅で測る，こうすることにより

幼虫に対する捉力は測ることがてきた。しかし，この力法は供試虫を何加lも挟むことに

りヤ虫に対して破壊）］も加わるのて，本測定は大1¥'iで，強いとされてい に

ついてのみ実施された。

糾果：幼虫のヤシの第への吸祈）］とビンセ／卜で挟んだ時のり¥U.Jを第 l4表にボした。”

第 14表 幼虫のヤシの槃への枯杓力とこれを挟んだ時の握力

幼虫名 体長mm 体祖mg 吸着力mg 脚)]mg 吸行）J/体巾
--.... . 一—←-·--~-—•—---- --- --・--―. -• • • -― 

Darna lrima I 3土2 I 4 0士33 30011.t.155 2 I. 4 

Macro~lectra sp. l 3土3 I 3 0土56 3 0 0 0±l 9 0 2 3. l 

S e I a r a _n I t e n s 2 5土5 27 0 0土35 4 0 0 0 0土85 0 0 I 9. l 

Thosea as1gna 2 5士7 2500±43 150000士13000 10000土256 0 0 6 0. 0 

供試虫薮： l 0匹

一り9--



a 幼中の liし、た

をパネ板に取り Hけf と

b幼虫を位からピンヤ？

てひぎ判かしたところ，

c 幼虫の吸行力を分銅て訓ろ，

プラヤ／の珀 幼虫

第 27図 幼虫の吸行）J測庄機とその使Ill法
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幼

(/) いろとおり史 幼

伽むみあげ，ヤ

ことかわか-.,た

"'・ ｝］は体小の l9似ないし G0倍であり，また

I ,t: はかす時のピンセットの握）］も，ほほこれ方

繭{;砒

イラカは他 r})鱗砂，l! I屁虫 la;J様に幼虫期を紹

蛹となる。そ LC —几り）期間を糸予て後;月イじ

がなし、から，曲の期間は知し)0 

•j 冬.,(、9

から糾糸を吐いて~曲をつくり，その中

I I本のナミイラカのように冬を越すこ

木研究ては殆とのイラカか，この IL'r期には地［に卜りてくることか判っており，また，

この IIサJリ［は守山 l0メ トルを越ずA-切 lに散在しているイラガが，手近にドりてくる唯一

の機会て古'•) tこ"ti -, て， この IL'riとこー ~Ji ド全するこどを方策としているから，その時期を予

察すら文め？ ぞのリ'Ii1りの幼虫の見態，ぃ動の疫化を知ること及び繭化後は地上の繭の存在

付伽を）いることは防除上必波 Cある fめご h らにつしヽての謁行を行った。

)'F(曲直前の幼虫の形態と fJ動

幼虫は詞曲の時期か辺づくこ吝）に態にいくつかの変化が見られた。何れの神の幼虫も体

か縮少し 5 休巴か賠色に笈わるのが観察された。それらは一定の傾向はあるものの，柾

によって多少の忍いもあるのて，個々のものについては第 l5表に不した。

且Jりして見らオしたことは

a)  l本いが［し1 1 0 %縮んだ r

b)  f本色か黒昧を附ひ，緑色の部分はやや赤掲色をおぴた。

C) 棘じは休の後ろ）j向になひいた，マ

d) 大別の白い｀枯液の糾ざった軟い最終党を汲耕出した。

） 通常の時の 21喜位の速さて忙しく歩き !iiiった。などがよく見られる変化であった。

以［の現象がみられだ~ 後に:. 『!lないし 1II'Iくの(,月動休止状態に人った。

仁,,) 詞曲直 I前に各イラカ幼虫の示す特徴ある体）lL 休長，行動 の変化

種類名 体型，体色，行動万 体長

四旦上旦」9□ l似脚赤みをおひろ IO -8%縮小する

M a c r o p i c r. t r a s r . IIU部背而にある缶色の常状部 1;11 

の校様か白色になる

Sctora n1!cns 11紅脚部が凸り］になり身体の艇

への保持力が弱くなり，樹冠

同

から落ちやすくなる

旦出丑.'! asigni 休色II[';色になる

Thosca vctusta 同上

Thosca bisura 休色陪褐色になり，

恥 thamula旦旱体色If行色になる

5・3%縮小する

詞

棘毛後方へなびく

その他

軟使排出

f,,j 

同

軟使排出

同

同

回

全般に体色賠色になり，休長か l0-3%縮小し， 杖使を排出するのがみられた

-6]~ 



2) 閏繭と環境条件

符繭行動の実態と営繭の奸惑i条件を見出すために野外での観察調杏と並んで，室内で与

えた幾つかの条件ドての観察謁杏を行った。

晶介 }j'{};: 幼虫が繭を作るのに適した箱を作り，その巾に老熟幼虫を人れて営繭の状況を

観察，揺行した，買繭）I]に作られた箱はつぎの 4神類のものてあった 0

a)乾いた砂の人った箱 （第 28図 a)

b)乾いた砂とその［に品屑の人った箱 （、 b
 

＂メ、:
'
 
8
 C)沿った砂とその上に函I,りのはい 0 た箱 （第 28図

d)中央に孔のある湿った砂の入った容器（第 28図 C)

箱（容堺〉は｝~ タン板て作られたか， d)のみは径 50 mm, 高さ 70 mmのコップを使用

した 0 その中に砂を高さ 50ミリ入れ，直径 20mm深さ 2!lmmの孔をつくり，上面は！厚い紙

で蓋をした。悶f.C た砂は容枯比ポ C砂 l0に対し水 3を札ぜたものを使川した。供試虫は

llarna trima. Macroplcctra sp,,Sctora nitcns, 及び i'hosea asigna -1神類で，使用
.. ヽ.

した放 Il3rna l.rima, MacroplだC、ir a sr口は 11μ し，竺土ビ］土三.!:_l!_S'工位圧臼ビ上ビ門は 12 

匹であった。 実験観察は l9 7 5年 2月に行われ

ぷl行帖果：＇営繭箱 a ぎ b . C の 3神では人れられた幼虫は中を歩き回り，偵ぐに繭を作り

始めることはなく， lIJないし 11rじたってから営曲を始めた。詞繭箱 dでは幼虫入れら

れると If(ちに営繭をはじめるのか見られた。し汀繭歩合は第 l6表に示した。

この表~ から見て， 番買繭歩合の低しぶり）は (a)で， (b)のように藁屑が人っているの

も筐＇繭歩合は同様に低か) 1こ）（ぐ，、：はそ・1L匹に較べると筐繭歩合は高く， (d) のように

巾か凶iってし＼て，しかも ti]ij (uば）在掛けやすい状態にある場合が＇営繭率は高かっナこ。
また，幼虫は箱に人れられて後？直（に繭竹りに取り掛かるのが見られた。種類別の観察

によると，幼虫を買繭箱に入れた場合 Dama trima 

りに人る市が観察された G J)_il__「』~l r i maに続いては

大乃1のSclora nilcns, はや（繭間始

れらの 4柿のイラガ巾ー番速く繭作

s j), があり，それらより

晴間がかかった'"繭作りに取り掛

かる時間は大きさの順に対いと観察された。

第 lf3表 幼虫の閃曲箱の中ての営曲中；

宮曲箱の型式 供試虫数 買曲した虫数 死虫数 営曲：＂侭％

且9旦 ;i__ as I g n a 

a 乾砂の箱 Z 8 

b 屹砂~'立くず人箱 i 2 

c 屈砂の箱 11 

d 湿砂の孔のある箱 I 0 

13 l 5 4
n
"
"
O
e
u
u
 

o
 

.

.

.

 

6

0

7

,

0

 

4
L
4
,り

n”J

Setora nitens 

a 乾砂の箱 ! g 

b 乾砂十荘くず入箱 i 2 

c 湿砂の箱 12 

d 湿砂の孔のある箱 I 2 
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3. 野外（ヤシ林）におけるイラガの符繭場所

ぷl行）i tli : ヤソ林中てイラカの発生の桟会かある紺に，調杏を

謁べその鈷果を集めて取りまとめた n

調百鈷果：イラガの宮繭場所は，アプラヤンの笠タヤシの幹，根辺地の

々，ヤシ林内の地物，地型にわたってし＼るが，柾によって，それらの比｝｝祝

か分ぅた。その観察忠l行の鮎果を第 17人にぷしたむ

の表から分るように ,J)_a_~ 』□門i 以外は地 1 に卜りて来て，いれ葉

にある隙間等に人って，曲を作る 'ifかfl]ったヮ立aエ11_,il_上□庄［は地 jに―i、
の小節の第軸に近い裏側の凹んだ部分に繭をつくること＇ドが見られた 0

」旦旦_ii !rima, Macroμ ピ旦旦 Sいは行動範附が小さい、ために繭はかたまってし¥C✓ ,_ 

多かった。行動範即の大きい _!J1_(J亙,!_ii -~j_,:~ の曲は分散しておりその範即が人きかっ iこc

竺ピ!_~ 巴t.::_1圧は特閃的て，目ら木から落ちるため，本の樹冠の範 tり｝々杯に繭は分~ 陪よる豆）

か見られた 0

い夕柾類

壌

の 繭 場1Yi

"" u, ダ

9
,
9
,
 
地ff1i

ヤ

表7e
 

べ、
1
f
3
 

＂甘 幼虫の曲をつくろ場所

柾名

Darn a旦皿直

見声皿旦旦旦 sμ

jclora ni!cnミ

Thosca asigna 

Thosca vctusla 

Thosca bisura 

Blfthamula cha 

場1りi

アプラヤソの小菜の策身，岱月のつけね•一

根辺上しょう，根辺に近い幹部

根辺上しょう，樹冠の下ー 1f1i

根辺上しょう 幹から屯径 3rn位の範囲

根辺土しょう，一部樹上

根辺士じょう，

根辺土じょう， 一部樹上

,1. 繭巾の幼虫の蛹化

幼虫か将曲を終わってから．蛹化するまてに日数を調べた。

, J.~i't 方法： 1共試虫として［口且_;i_ lrima): Thosca ビ上~ を使った 0 幼虫を大邸のi!,Jった

砂のはいった符曲）Hの箱（第 27図 d)に入れ，箱の中て繭を作らせて，その繭を材料と

した。幼虫の繭作りはその間始より終 rまで Darna !rima でけ 1日， Thosea asigna で
は 2日かかるので，将曲IHJ始後立虹_!!_a_ 旦上四ては! [1, Thosca asigna ては 2!Iおいた

後，述 H7個体づつ繭を切り間いて，の幼虫の蛹化状態を謁べた。

本，Jl]介は l9 7 6年 5月から同年 6月にかけて行われた。
調介結果：，揺行の鮎果を第 l8表にホした。 Macroplcclra sp. では＇営繭終『後 2日から

5 I Iの間で， Thosca asigna ではやや，その illは広くなり 3日から 8日の間に蛹化してい

る*観察された。
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第 i8表 繭の巾で幼虫から蛹化までに嬰する日数

柑＼営曲後日数 l 

Macroplectra sp. 

幼虫

蛹

湖査個体数

l 0 

Thosca asigna 

幼虫

蛹

調代個体数

5. 繭の期間
繭期間を知ることは，次世代の発If:時期を砒む!..~ にも，また，防除作某計,~りを 1・［てる I:

にも必要なことであるので，次の調代を行った。

調行方法：実験室で飼育した幼虫から得た繭を砂に埋めて，羽化する成虫の数．時期を記

録した。

調杏結果：調査結果を第 29図に示した。 Darna trima と Macropleclra sp. はlil]じよう

に期間は短く，また．その変異は小さい。 i旦旦旦 ill.!.匹と thosea耳上口主は期間長く
変異も大きいが， ピークは殆ど見られなかった。エ胚主口 lli..Kllの繭の中に lO 2日と 1

0 4日の個体が各 l匹見られた。これ等は通常のものの 2倍を超す長さである。

Thosea vetusta は以上の 4種に較べて平均して期間は長く，また．明瞭にピークが見

られた。 Thosea 虹主~ と Birthamula 吐~ は謁査個体数が少ないため，傾向は分から

ないが，主~ 庄上竺3・旦巴竺上庄上巳.!'吐旦竺主匹止旦上a等に較べて期間は短い。
幼虫期間と繭期間は比例していると見られた (30図）。

2 0 

"＂＂-

羽

化

虫

数

l O l 5 
繭の期間（日）

~ 

' 第 29図 a

n" 

羽

化

虫

数

I O I 5 
繭の期間（日）

第 29図 b
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虫

粒
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曲の期間 (fl)
第 2

Those, as1gan 

35 111 
屈~(J) J開1/IJ(f I) 

第 29図 d

L

Jヽi
 

59 

Thosea vclus!a 

1
 5
 

羽

化

虫

数

11 2 0 2 5 

曲の期間（日）

Thoaea b1sura 

I J I 5 iり
繭の期間（日）

第 29図

;:f¥29図 f

］｛｝ 35 

第 29図 e

Birihamula chara 

^
i
 
15 

曲の期間（日）

各イラカの曲期間

第 29図只

--(j(i-



6も蛹の羽化中i

体

長

mm 

,j 0 

3 O← 

2 0 ,_ 

j. 0 ,_ 

''--1  _J __ 
0 10 20 30 lo 

VI Iけ！（日）

第 30図 幼虫の体長と繭期間との相関

蛹の羽化率について飼介したもの及び野外から採集したものの乙種類を材料にして糾百

を行った。尖際には蛹の状態に曲を剥くと，条件が変ってくるのて＄繭の儘の状態で謁介

を1iった。

晶介 )jiJI : 実験室て飼育したものは曲をつくらせた後， Darna 上_i:j~土と

s p >はその侭箱にいれ，他の種は乾いた砂に iり！めて， :j;J化の状慇を観察した。野外から採

集したものも同様に保存した，, ;]:J化年の謁行とは別に Thosca!!.:: 上び』に就いては野外か

ら採集した繭を分鮒してその中のイラカの仕有状態. 11: {J-中;. 入敵による害り状態を調介

した。

木，J,¥j行は羽化年については， l 9 7 S年 l0月に，

っ tヽ ては l9 7 G'i¥: 2月におこなった。

また の分解翡行に

晶介糸:;'.I-':: ,l),¥j ftは採集場所，個体数＄羽化側体数に就いて行った n 飼育区のものは第 l9 

表 aに，採集区のものは第 l'.l表 bに小した。飼百区ては］直_O_'c..a.主し已巳』と

立を除いて， !J:(Jヰ；は 37%ないし 76 %てあり，比較的高かぅた。採集区ては

旦T_l!__J_ 立~. 旦豆□竺 III s t a の 2種を除いて↑ 般に 11:.存中；は低く 10%以下のものが多
かった。全釉について野外採集することは出来なかったが， 立リ「i:..iiJ!」」上也が

旦の 2秤は飼有区と野外採集区との 2区があり，この両種の間で芥は少なく，

； tiそのものも 1し較的高かった。

以 I.とは別に，野外から採庄した l_l児竺__i1 _;i__s__i_g門．の繭の分解して ,11の幼虫，

の各発介相のILU半を，品1介した鮎果を第 l9表 C に小した。

豆」J!_-

また生仔

蛹， 成虫

この区では 11_:_(f.中；は＿上記のものに較べて低<'曲の中ては成虫相のものが牛行；¥は

低いいと見られた。

一番

また，この採集虫の,,,から， 曲に孔， 凹み， :,;iJれ Il, 裂け IIなとのある tiifMを受けたも

-fi7-



分鮒闊

由は少なし＼
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のは別に分 Iiるけ

l 9表 d,;: クふしたぐ

Sp I 11 n Io 
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p l 11 a ! 0 f, 

にも斉！じ 9 てい

た。そ

た，、各`

帖果を第

蛸

令
ふ

~, 

第 l9表 a A.m, t
 

した幼虫か 曲の打化

糾名

D a r 11 J I「,ma

翌;i_crnp!crtra sμ. 

Tho s e a v e I u s l a 
旦 Q._S_i竺. bis u ra 

Bi r Iha mu I a 上~~旦

ャe、-

供試虫数（心！

,j 5 

59 

]6 

1 

6 

判化伽H本数

35 

,j,j 

!) 

村化；tば

76 

H. 5 

＇ 

5 
... 

{、

9
,
6

/i~‘‘I’ 
1,f¢ 

第 l9表 b 野外から採集 幼虫かつの函の羽化

秤名 採集した時の状匹 謁杏曲訊 羽化個体故 羽化率％

慧立工()Jl__旦旦＿工i s r. 

工リ）〗←~asigna(il゚ 話な曲）

/「hose, a,igna (lfl但した繭

Thosca vetusta 

ヤジ林

[cij 

同

同

n
0
1
1
?
”
 

§
”
t
s
I
,
8
4
 

n" 
3
1
^
“
℃
 

む
ぶ
3

月
"

8
R
R
 

t

o

 

6

守
‘
/
＾
じ

! I 

第 l9表 C _;1-5_1、.IJ~~←の曲の分鮒による発育相の生u斗；

繭の中の虫の状態

幼虫

蛹

成虫

•• •.. . .. ・.ヽ .へ...一▼り..... . ..... 

t]. 行虫 死亡虫 ,1:n中¥'X,
g 6 

°
 

＂̂" ch 
7
^
h
 

6
ー

］

1
 

8

?

 

2
n
"＂a 

ー

5

C

』
り

！

合計虫薮

j 5 

3 5 0 

! 0 3 7 

,ll q 2 ! 3 0 1 110 2 

第 l9表 d 繭の分解による人敵，~.\J 介

繭の 1j1の虫の状態

'.f.f IIり蝿

杏 it!沼

捐似の後雑!J::菌に侵されたもの

,H o 101 o 104 

木訓行には Ig 6 8年 1月21 I lにヤシ園での抽殺防除時Ml取されたもの使）lJした。

1L ff虫 死亡虫

l 8 

％
 

1
9
9
 
中
L
ヽ
9;

r

o

 

｛
 
d̂̂
 
9
/
f
 

合 計虫数

l 8 

8 I 8 l 
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蛹の雌紐の i識別

鮒 !J形態観察により雌糾の議訓か rrjf杞んとうか』，,j行した結果，触角による識別は出来な

雌の胆：',ii 先端邸は紐のぞいに較へて~ 頂部か凡みを帯びており，この部位の観察

識凰且 i,Jlit: る*か汀か)t 〈第 ~i l図）。

＄
 

o+-

第 3l図 蛹の 1叶期の雌雄の形應の相遠

8. 繭についての観寮

），雌Htによる繭の大きさ，曲期間の凡9凡

糾査 }j仏，各イ予力の繭を雌雄別/;::分け各 20個体を供試し，繭の長軸，短期軸の長さを

測った 0 また，飼脊した幼虫から採れた繭を実験室の中で砂箱に入れてその羽化日を謁ベ

。供試虫として Thosca .sign, と芭］ロ.Q.JJJe c t r a s p. を使用した。

晶査帖果： 雌雄による繭の大きさの結果を第 20表にに示した。この表から分かるよう

に，長径に就いてについて見ると，全般に雌雄の間に雌のガが 5% - l O %程度大きいこ

がみりれたが， 1りに fhosea asigna につしヽては 10% 20%の大きな差判が認められ

た。

雌糾による曲期間の月況を調介した糾出は第 2 I表にホした。繭期間については雌雄の間

ではその差異は認められなかった fl

2)曲の形と色による識別

アプラヤシのイラガの繭は利れも糸n糸を分泌物で固めたものて，その陪は薄く (0.l -0. 
2ミリ），日本のナミイラカ (Cnidocampa fiavesccns) のように漆喰様の物竹で覆われた

硬い曲はない。色は箕褐色または褐色てよく似ているが，多少の変沢も見れた。それらの

色と形状を第 22表にポした。

これらの繭はその大きさ，色と表lfii様相の特徴により柿類は容以に識別出来ることがわ

かった。形では繭の長軸，短柚の比本が通常は lO : 8であるが， Setora nilens では

l O : 9であり，球に近い形をしているのが特徴であった。
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2 0表 雌雄による繭の大きさの梵閃

？ 

短径mm

6. HO. 1 

6. 2土D.5 

？` J' 

種類名

D a r n a t r I m__,1__ 

lcclra sp. 1. 5±0. 7 

l 5. 7土0.1 6. 2土0.5 

21.0:l.0.6 lfi.5±0.5 

Those a vctusla ll. 1土0.1 ! l. 0土0.7 

Thosca bisu旦 g.j土0.1 7. 1土0.6 

Bir!hamula char, 7.6土0.6 6. 2土0.6 * 
;K雌雄併せて，;jJ?:

長径mm

7. 5土0.5 

jc!ora nitens 

長径mm

6. 5±0. 5 

d' 

--• 

知径mm

5. 5±0. 1 

5
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o
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.
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9
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繭巾りtmg 

!l25il82 71J'.i土ln

5 5 5土122 332±82 

第 2l表 雌糾による繭期間の月閃

(fl) 

、ド均繭期間

l2.UL8 

種名

§□ oplcctra sp. 
最人 少ーt又,Jl 

？＇ 

cl' 

R
"
N
9
:
・
ら

~
~
 

"
l
l
,
 

晶査佃体数

l 0 

l !I 

Thosea !_:i_」上旦 ？
 

I 3. 0土I.8 

3 9. 7上5.0 

37.9;t2.7 

2 ,j 

2 6 

0

6

 

L

り

4

"
l
4
 

~
~
 

第 22表 繭の色と形状

柿類名 色 表面状態 その他
--・ 

D a r n a t r Im a 出褐色 滑1fri 箕褐色の絹糸付く ＼打貞 8)

Macroplcctra sp. 凶褐色 柑 ifli 必色の系Ill!ニ付く (lj. }1'.J) 

Sctora nit;;__n__L 褐色やや消 1f1i 球に近し＼知桁 1り しげ真 10)  

Thnsca asigna R¥1り m1m <・q n 1 1) 
Thosea vclusta 褐色 字ll1fli 桑剛な糾糸紺l状に付iり（＇［『貞 l2)  

工h叫 _i!_ b i s u r a ; 且褐色 粗 I旬 糾糸 J.<iiリに付行 （吋貞 13) 

Bi rthamula旦旱黒褐色 滑1fii わずかに光沢あり ('IJ真 l,1) 

共通点：繭は絹糸でつくられ，その内側は軟使様のもので守り固めてあるの

て， 2料にな，ているが，脆くこわれやすし＼。また池物，艇，笠柄に付訂

してし＼るか固くつし、てしヽるのは見らオしなかったり

各柾の曲は＇げ真 8から I,1にわたって小してある。
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Vll 
成 の 動

イう力の昨卵 jj° 動

せない＇嬰索てある。こ

めて調行を行った 0

解 IIJJするこどは，次田代

ては芹卵を，1'1いとして，

桐休肝密度や分化を

の伽におこなわ

察するうえて欠か

る飛行や交尾行動も

l. 成虫の飛行カ

成虫かJi亙fJりーる機

察した。

訓青万怯：供試虫は糾行して得た土！化後，211 I l, ヽ り成虫を了柿類，雌雄各い匹を月］しヽた，、木

来 II中は静 JI、していて贋ばなし、ー，夜間（＾もぷ i!!i叶忍ひ加Iるも麿!;;ことはあまりないので，強割

『J に飛ばさ~ ピることとなった。

方怯：木来アプラヤシのイラカ類は！！，いは浪ふことは少はく，夜間よく飛ぶから，夜間観

察する，、ごとが叩まししか，伎間観察する袖めて困難て夜るため, Fl i梵後の薄峠の時間に行

われた。研究所本館 2階 (J廿!L約 3m)の i訂さより，成虫をャン林万向に放ち，飛行）］を

観察した 0

晶l介紺，凩：飛行状憶には人きな fl1;1{本附かあり，これを各神類箱に収りまとめるのは困難で

はあるが，総していlし神のものは雌訓の別 fべく詞様;: mfiか見られた。供,;:,.t個体の巾に

咽ばないて，そのまま落卜するものも少数あったが， 大多数のものは限行した。その粘果

を名神類栂に線めて第 2 ;3 表お •l:: ひ第 2,1表に示した。

は柘めて・少な ~'0 ーイ、 i"l然 あ
.!,O' 
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第 24表 h又:L!(!J ttiヤlこヰ3J、て・ド!J:(f 日数

.. 

い数
:ゞ:;-:タ
; 1, 

Macropl;:rtra sp_ 
← ・・- ""  --・・-・----

vctusta 

～旦四互旦 !Uロニ

11 ,J1も少し贋ふ苓

t l ij; は隕ばなし＼，

日iいは飛ばない，水を IIり転すると邸釈す

人］条f'i'Iこてもよく絆卵す

:1叶iはfitばらし＼ /j 

i l 

'. i 
'' 

A
ー

f

,--．
 ！＇ 

,t 
C
ぃ｝

2. 佼間成虫の飛来と浪行行動の観察

伯項の観察をお c:_―なった場所にはヤン林に由！して, 2 0 tiワ，；卜（ク）水銀幻り

られており， I9 7 l年より i97 fi打の 211 illl訊行がirわれたが，こオ［に限来
特無であった 0

また，ヤシ林の中の林分正） ,11'し、、；部

飛*のを， ＇打を行観察を行）た 1り期に．

Jしなか)t:. ,, 

紐'.Iiか設け

イ予万成虫は

1 0 D'.'; ト C)通常のタンク')、フ

！腐［初l努名しだが， ご),[にイ の燻文 認め

~L 実験宰中の飛行観察

_Those;; asigna の芹卯試験巾，糾成由は 11没後に宇内の網箱 (l)/木1f11で打ばた

その後，飛行するのか見られた。又，水を晴霧嵩てかけると，それか刺激になって，

4'るのも見られた 0 これらの飛hは大印 (I. 8 n戸cl,8mx2.0m)産卵箱にわし、て

の肖卵箱ては見られなか 9 た¢

出き，

贋 {J

ら訊小剛

-1 • ,n卵行動
丈験宇内で，幾つかの条件を設け C, 成虫の料卵行動を観察ぶl責すると共に，芹卵の奸

逆条件を知ろうと試みた。

嵩I百方法：奸んてなるべく多くの卵を 1じむ様にするために， 4師類の大きさの巽なる痒卵

川の箱を用怠した。また，湿度を変えて，ャ℃ 卵数の；~'j尺をみた。箱は小型，中月L 人型，

杓大刑の 4 杜て，その内，小叩j と中凡•1 の 2 行は加湿装岡が設備された 0

各箱の大きさと機能を第 252':に小した。

第 2fi表 在卵箱の大きさと機能

I¥Y. 式

I) iJ、1『l
2) 1(1 W! 

3) .k 1\~ 

t¥)特大附J

大きさ (Cm)

27X27X39 

15X15X60 

21l0Xl70Xl80 

100X 700X 220 

柑 1化，J,¥j節

乾式沿式

乾式枯式

乾式

乾式

図番号

3 2 b 

3 2 d 

9

9

 

a

c

 

2

2

 

3

3

 3 2 e 

3 2 d 
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｝し＼て,,る箱は主闘＇！州て，ベニャ板とガラス椒で作られてし、、おり，箱の休ド

る"底iill左戊し況木村りにし,・c, その［に網を弘り， そこに成虫を放つ様にし

b)' この }Jr:Li: より箱内の心），とはり〔） CJ 5 %に保ぐ）＇ドができた。

Fi然ぶ度剛 (CT;U,1側由iの内，人)!, /ぷ，背1faはヘニャ板で f'l:-, てあ

り）叙J·c•ll, らi'cてし＼るものて， '¥1)、Jと詞し心度を保つ様にした。 ;Jヽ

;3 :2図 a, c, d)rl)l)(J)は構造は 1」じて，両者とも /JI]贔J1¥11 

大乃＂け宇か ぷ咋網て仕切って竹った (32図 e)。牡

晶州をそ豆〉｛晶？け卵箱に朽川したもので，窓は閉じて暗くし，光の影憫

；：図 Iこ')0 人乃'!と特大叩の比：合は紺度は日然状態のみとし加湿の設備

0 以上の 6柿類の競卵箱が訓介のために）!l意した。

(/)も咲卵場所川に Ii! :2 0 ミリのプラクチソクのリボンを火）［から床に卜数

の葉とヤンの i『i,, り鉢柏も卯を lj:み付ける場所として用意された。

後の雌肌 2対又は，3対名粕に放 1;ヽ ？その後， 7日間紺 uの痒卵数を記録し
成由旦，没訂した誘蛾灯に且殆と誘，； i'、しれなし＼が｀莉卵時 V—は光，のある場所に多く汁む

どか H贔調百て分かっご、＼たのて，窓は此凡川のカ テンで閉した。

介昆皇：名イラカ（う 7i 11け］の芹卯数を第 26表に i),した。

汀卵数は少なし力ぇ， ヤ，，い鯰，ヤシび伍に汀卯した C)は凸□_!!_,~」上』丑の例かあっただけ
他は↑ てプブフ，f- ;! ク iハリホンに院卯された c このことは何れの荏卵箱も卵を荏むに

H『;；悶な条叶て八かったことを小め L7'. こ('買卵数から判覇して，~~上匹上上上"屯，

ぐp● で工）主£..~ いロニし ！い_I旦'・'肛且上'1.£』旦』は少なし、ながらも汗卵してしヽるので，
［た筍訊＇力か袢卵に適して＼＼ると判肋された。

11 n :; c ;, :i ,,'p, n a, S e to r a n i I c n sにういては，既に空間少ない小附），中型の荏卵箱では
百丘廿 i..~, し，＼＇「か分かっていたのて，木観察ては，どの程度の空間が必要であるかを調べる

凩にな｝た o Thosca asignaは大即と特大朋の昨卵箱て産卵するのが見られ
.'  

• V C l U S (a は湿度に閃係杭＜酋：卵するが，広い空間を必要とすることが観察された。

はここに川怠された打度の条件ては昨卵は認められなかった。
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第 26表 産卵箱での痒卵数

ド`箱 小刑神名 虫数 乾式湿式

巴匹 lrima 2 対 7 18* 

Macroplectra sp. 2対 2

Selora nitens 3対

Thosea asiina 3対

Thosea velusta 3対

Thosea bisura 2対

Bi rt hamリ~chara 2対

I I I lfQ 

乾式湿式

大刑 特大刑

2l &* 

5

9

 

6
^
"＂ 

!

4

 

9 9 

7 0 6 7 

6 2 * 
31* 

＊卵はその 90%プラスチックのリボンの産卵された

-73-



財

葛

％
2

こr
脱
-

g
 

茫

念

e
U↑t

と
l
`
C
t
,
9
1

・1
1
,

召
菱
』
[
[
こ
[

よ

忘
f-g
汝

区

2

8

民

i

翠
忍
[
―
―
{

,

i欠

iu
忌
↑
1

区
N

8

茫

.
g
o
o
 

i

L

3

 

(
3
r
f
-
{
i
l
l
 

ー
，

L
L
I

C

伯

匹

｝

貸

臣

藍

已

廿

=i
吾
．
1
1

史

a,
iii 
iii* 区

8

8

巨



幼

苗

歴卵RN

プラスチック

テープ
1年生苗

第 32図痒卵箱 d 大刑

'100伽叫
＼ 

m
 

穴
~
9

、

OOm 
cc 

＼
｛
 

¥

--
2

 

＼

＼

一

―

第 32図 昨．卵箱 e 4り大朋

-7り一



5. 交兄行動

『itosea asigna の趾成虫を但試虫に使｝て斤卯前の交［己ff勤につし＼て観察：, 

羽化直後に大閏の痒卵箱にし＼れられた糾成虫は il'11は静止してし‘るが, uか
と，店を歩きはじめた。この際，水を ii(!祝＇｝ると，動 f乍見更に /,1;発になるの

糾成虫は 9名の後＄店をホ I I !)ングしているか，やか又，箱の中を飛行した後，

見Hけ［交尾するのか観察された。交いの 1叶Iり］等 Lt第 27表 a にホしたとおり

; jわ 1l {,'ドが多し＼。父記のドf粒時間は Gi月1ド］乃 t¥! ・1時間であった。交尾の打'!は

lri_il_~ll,Macroplcc上し11 ,; p. , 立已いこ_a上しし江二'
も，観察したがナミイラガの交尼に関

位、文］力向に粘合するのが観察された。

0 

れ薄陪くな

見られた

雌成虫

序位!Ill

旦9こ旦～
velusta の;)種につし＼

）が報街と同様に雌雄——-1直綜に

第 27 交~ 尾時間と交記の見られた 111)粒 Those a 

"ti 

.
」
-

C
9
 
番察
一
ー
：

3
-
計

観 提供虫数

3対

1対

2対

？対

1/il ::; 

II没後

2 

(l"I) 

6、雌成虫の蔵卵数

炸卵箱での調行と平行して成虫の廂

卵出合を知るために，雌成虫の卵巣内

の卵数を調べた。

謁1行}j法：飼 ffして得た 7帥の雌成虫

を;)0 %のアルコールで固定した後，

分解して卵巣中の卵数を数えた。供試

虫数は Thosca bisura, Birlhamula 

旦は各 7匹で，他は各 l5匹であった。

加］介の鈷果を第 28表にボした。痒卵

箱で酋；ませた卵は雌の蔵卵数の極く一

部であったことがわかった。蔵卵巣数

はThosea豆ば立の 69 3が最大で，

立 velusla の 216 が最少であった。

第 28表 卵巣内の卵薮

柾名

Darna tr1ma 

Macroplcclra sp. 

Sclora nilcns 

『fhosca asi~ 

Thosca vclusla 

Thosca bisura 

Birlhamula chara 

卵巣内の卵数

416. 7土&L 0 

271.HIS.8 

271. 8土4&.7

693.0±15.3 

246. 0土45. 3 

HI。9士59. 0 

36. 4土&6. 2 
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7' 野外における痒卵状態

イラガ発生の場合，その卵の時点て朴の識別か可能になれば，

れる C そのため，次の調査をおこなった。

調杏方法：近隣のヤシ園てイラガの発り・かあると，その都度現場に赴い

卵状態を謁査した。調杏は 1974年4月から l9『6年4月の間に行われたぐ9

ヤシ林で痒卵状況を調査をした後，卵の付いた約を持ち帰り，飼育して，

認した，また必要に応じて他の謡査の材料として使用した。

調行結果：観察により次のことが分かった 0

l)』 !Jl.l旦と Macroplec!ra sp. はしばしばitも存しており，また，その卵はよく似

ており，大きさも同じであり，卵数も..っ, .. つばらばら荏む点も似ているので識別は困

難である。 これらの両者の違い ii___ Q__a____r_!l__色□i!l1.1はヤシの葉の裏に庄み， Macroplcctra
s p'は笑の表に産むことてある。 Da r n a しU.~ は通常，葉の表に rl?むことは無く，調杏に

よると, I 5 I個中，鯰の表にあった卵は 1個のみであ）た。また，第が何等かの脱囚で卓

直又は裏返しになっていても，卵は第の裏血にうむことが観察された。

門旦竺．！旦 sp. の場合も前者とりじく，焙の位岡的状態に関係なく笠の表面に昨卵

された e 卵は第の表面の 14&個に対し竺九 1fiiにあった卵は 6個であった。 卵は両者とも鮒

（小葉）に 1個づつ荏み，複敷で牛み付けられているものは殆ど見られなかった。

2) Se!o!._~...!!.. 旦旦 は第の外縁に添って 2列か 3列に， 20個ないし J0個連続して炸み，

旦竺 asigna も同様に連続して席むが, l列であることが観察された（第 33図）。
3) その他の種 Thosea vetusta, Thosca bisura, Birthmula chara は第の裏表を選ばな

ばらばらに生み付けられるのが見られた。

その防除は効果的にiわ

ヤシ林での痒

その神類を確

いで，

'~' 

ー

ー

こ

,・・ 

…

~i· 
11~i~ 

ー
'
,
•

I

l

9

 

I
I
 
oiz

＃
灼
＇

I
ー

ー

9

9

9

;

 

［ 亀
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9
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公
具

Vr↓
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9
n
u
0
c
●

゜

圧 trima Macroplcctra sp 

（裏）（表）

n I t c n s fhosca as1gna Thosea vctusta 
. Thosea b1sura 

Bi rthamula吐四

第 33図 各イラカのヤンの的［における庁卵状態の相違
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8. 卵の孵化
卵の孵化に要する日数を調べた，また上庄~ 旦上巴の卵については孵化と湿度の関係

を調べた。

調査方法；実験糾杏に使川した廂卵箱内ではヤシの業に産卵させることは成功しなかった

が，プラスチックのリボンに生み付けられたので，その卵を材料として使fl]し孵化までの

日数を調べた。なお，木枠やサランの網に在卵された卵は乾燥したために死亡した。

Darna trimaの実験材料の卵は，野外から採集してきたものを使川した。前夜に卵の生

み付けられたヤシの菜を採集して，次の 3種の条件のドでその孵化率を観察した。

1) 加 T湿度ケースに人れて 1日 1回水を ll_i."{霧（湿度 95-98%)

2 加湿度ケースに人れたもの

3 室内においたも（湿度 76・82%)

調査調査に使Illした卵は 10個，試験の区制度は 3反復であった。

結果：これらの 2つの調査の粘果の孵化率を第 29表に示した。

室内および野外における卵の孵化；料は 90--100%であった。極く稀には (50 0分の I)寄生閑

に侵されているものが見られた。寄生蛉に寄生されているものはなかった。

第 29表 処PU条件と卵の孵化'fl-」狂!_f!_!lrima

処理条件 孵化卵数 不孵化卵数

l)室内

2)lij[Jll{l粉 6. 7 3. 3 

3) トタンケース 7. 1 2. 3 

ti)ヤシ林 8. 7 l. 3 
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帽
]
ク公
,t、ペンヽ 考 察

既に述へたようにアフラヤンはアフリカから導入されたヤソご その退!.{か c,閥
る。その 4本の母本 (DII r a品種）が 1848 年にイント不ンヤ C;ど‘ャワ訪に柏えられ，その

柚「が東南アジア全体に広くがられた e 孤来から．和jHJされていたココヤン＇｛賃藤 l9 8 u)や

バスヤン（堀部 l9 5 5)に較へ，その 4酋：性が格段と高いため広く栽陪されるようになった'

その間，悦れた栽培品種が作られたか，詞時に多くの害虫が見られるようになっ ko

フラヤシはココヤシのように通風と多：！！の兄りしを必史としないため lha "ヽ1たり l2 6本

の密柏がよし、と m励されてし＼る (Corley,llcw& Tam,i.o 1972), 〈lla r l l e y 1 g 
直 l5)その鮎阻，ヤシ林の 'flは 11附が少なくなり，湿度はぷ！べ，雑州も少なく t.rった，、

また，常に薄 II行く，畠の安什繁殖に惑したため，，I喜が多く｛しみ杓きヤシ林の昆虫は且に食

へられ，少なくなったか，余り奸まれないイラカとミノカがのこり（詞部 190),

通風， 11 間を嫌＼ヽ，ば氣を奸むイラガか増える鈷史となったと~ 罰論した 0 y ・プ予ヤ

ラカつく現象は 1ヽ7]米ても見られている，！口］地区には東汀にはし'JょL'J,属の、、｛ラカ o) l H 

fusuca)力ゞアプラヤンの下笈古虫の 1つとして報告されご＼ヽろ ＼し:il:n 1978, ,;en 

t y l 9 71) n 

木訊行研究はアフラヤシの L'.炭古虫イ

は礎になる知見を得るために 1i 0 たものて，

ヽ.

に—

力とミノカの 2ll「の

その観点からぢ察をす

の!'1, 1ぐ

'た^, ~n 

ガの防除の

l . 形態

I)幼虫

幼虫は 7種とも形態はそれそれ竹徴がある， l令幼虫は仝骰に体長]mm1前後，体mは3り
mgで小さく，虫体に模様は少ないが，体形，背而にある肉症の形，囚甜についている付行

器なとから，幼虫が他の種と屁在することもあっても，識別は可能てあった fヽ ，また合期と

牛有過程の経過は識別できた n

2)曲

大部分の幼虫は地I:に作る。その構芯は絹糸と腸から分（必された糊状のり［泄物を守り付

けたものであり，それそれの色，皮の行，冗沢及ひ存在してしる湯所によ)て見分けか

く0 ---番大きい}]i()ど臼旦只_ll_;l_ の曲ても， l.5ないし 2 kg の加月によ~）て. ?fiれる杓＇度

の硬さであるから耕！パ機などによりこれを破壊することは可能てある。地［てはアリに食

内さオしるものもある (Yong 1971)0 ノト州のナミイラカの様に木に 1古lく着しIてしI・・c' これを

捕殺するには金槌を必＇｝よとしたものと較べるとその防除は容易てある n

3)成虫の形態

成虫はいすれも淡褐色て i,,Jしような色をしているが，大きさや前翅の約や斑紋により容

易に識別できた。 Macroplcctra sp. とSclora nitensは雌雄により前翅の校様が況なる。

また， Macrop!cclra sp。なとは JI・.より方に特徴があり， ＾見してJ2~r_J1J'. lrima との見分

けかついた。翅の形態で 11,J庄識別する場合，翅が似んていて模様が不明瞭なときは，持ち

かえって翅の脈相て識別する必＇）どかある。各帥間て大きい相途がみられるのは前坦の中央

部の径と巾脈を連粘する横）脈の部分てあった。
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2. 幼虫の糾百

牝 L~,年の低しヽ飼育~(しには，午席の出l 百は息｀めらオしなし＼のて，本研究では始めにこれに

iり「（た。実験宇て幼虫の死亡＇界の心 jtヽ のは，乾燥によ名！「ffり）小，晶う雑 I向による 1丙

全幼虫体の取り扱しヽ 11/Jの＇忍貝のぶ扉 iによる似',ピ内 h その＾［）、！と推論古〗したのて，そび）

欠;,'Jをなおしだ,, そし（三外：こ~ ネの低 t,fi,,J Tf ;.,、（人が考玄；¾!:. た後しl, 飼青は効ギよく 1J f, 

た。

l)化合古 /,J度の 1見l係

ラガの幼虫の中には乾珈してし、てもよく.IJc. 合するものもあったか，し

幼虫も俎度の訂；い条件では牛，百は良~ 奸て況，，たのぐ その条｛りの下て詞

。実験＇窄内の飼合は野外とは条刊かリしなるか，幼虫は 1r7;;;; て化育
カの幼虫の発生は, I甘期 (IllJJ ----・3Jl) に多＼＼こと (s y cd他 lg 7 6) 

般に鱗翅！！の幼虫は恥しヽ湿度を奸むことは広く知らオ9こわり，モ

l_a_s_lll_◊-四;__I→'門-り _l_i g 11 o se i Jい）の樟に旱魃の時に名＜兄ii:する、メ,(ガもある，）しかし，
れも，乾燥状位を奸むのてはなく， 1文1間は地表面 Fに灰 て，鉗此状態り〉湿炭の中て

しているし旱魃の五象条 {'jドてあ〉ても，幼虫は-LI())うらドミ！て｝ヽ 9日1釘程度は高い湿度の

中にいることか /1bぐ&Giison(i979〉によって恨？；されている。高湿段は鱗翅1日の幼虫の

飼百には嬰ぷデあると名えられた。

ラカの幼虫の11:tr場）所である野外，

シ林は野外よりも．湿度が灼し、こ 2:か分かっ

るか，これに液を分洸し，その利i:/'i jJ によ~）

通気の少なし、ヤン林は 1「｛了;;:より適してお

）幼虫の食付

幼虫の 'I'数は闘食性て

糾育したが，

Those a 

の

。この

円~＇由づ i ナ

コ -✓ 

林、網宇 丈験室の湿度を観測 C/: 糾果，

＇、，幼虫の脚はコム板壮であり，少爪てはあ

に接朽してし＼るから i!,J度が rfり<, f I Jl召と

W! 竹物よりに<'こ c.:移 fjしたと推論さオした，＇）

。飼介 （J）釧棗'Iにはア

s p -はコロ1ヤシを担食し fこか，

口は史に辿<, Lh,_ri臼;__a vclusいはパ育しなか ! ,'  

以外はココヤシは餌として適してし〗なし＼ことかわかった，．

竹妹な餌としては，アフラヤシ,(})り出し 1'/j 〈発芽後？、か Jl) をりえ， l旦！王~!ーロ且ll_il,

豆l旦口の 4柿類の幼虫を飼育したが，

アプラヤシの古由の I、11にば，仄実を食へる

l II 7 6) が報四されてし、るか，アプラヤ

SP令のみて，主，、た 0

t r i maが， 6か月ないし I8か月の j'打をよく食古する

3か）lの名し＼伯を食店＇するイラガは Macroplectra sp。以

sμ, か史に打い i『i(1)古虫になることがあると考

’つ ヤンの他にココヤシの葉を与

育はき~ わめて極めてわる＜

と

四_c工旦".sμ。 -'--~ 且麟__,,_立こ□凶-"'

ra s r. 以外は化育しなかった 0

（鱗翅 Fi)(0 n n, l 9 6 7, TI on g 

(2か月柑度）を食べたの

侑の時代の古虫としてはna r n a 

とか知られているが，発芽後 2

外にはいなかった。今後は

えられた 0

:3)幼虫の食策墳

幼虫の牛有期間中に食べるヤシのは策の用且ど熟幼虫の体 lf[の 4。iないし

て，カイコの 5 倍に比べるとやや名い '_Q_a_r~ ピ且11__'1_ や _M_a__~_i:立！しCCt ra 

イラガほど休 ff[の店I]合には食べる焙のりしは大きいと見られた。

れのイラ

闊杏を石

はイ

れ

ガi'．
 

c

/

 

9。2倍であっ

s p. のような小刑の
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3, 幼虫の行動

1)幼虫の珀へのも＼朽刀

幼虫は脚の料竹））にぐ｝、＾り休巾り） l 5 fiり｛喜の力て虻に行し＼ており，狐来幼 9いの飼育時にご

,j l, (ー）移賛えはどには， ピン＇七， i't.べとご予り、［外に大きな打を m~, てこれを肌んてし＼た。

豆〉加）i「よへて幼由は似を負し¥'それが11rt ,7) I節古となってし¥t,: ことが観界されたのて
の佼は幼虫の取扱し＼にはピソナベ，i 卜言 o,r.~H て 1内核触れなしヽようにした鈷東，幼虫の死

じぷか fltくなりり態調介か LLJ能にな-,jこぃ

訂゜曲の徴候

幼虫期の終わい期間には蘭蛹期に八る} この ll)J各帥粕により，それそれ体互り夕体色芍釘

蝕に立化を視&-かう 3 そiし"-5ヽ ）徴似しより應薗化に近し、つし＼た＇ドがわかった。

げ）＇詞繭の場所

立ar_りり上［国』は樹厄または り1''料繭するか，それ以外の柿類は葉柄幹を経て前 1に
1ヽ 灼てから，賃曲することが観察さ 4I, ;'. こ,,

は他の幼虫にJcヘデ鯰へのt古,i'f))1J, さし、か，朽ににこの時期にはさら
くなるため樹冠から落 i、しぐ 'j也I:に達］る特竹かある。そのためこの種の繭は広く

分散する cべ）が見られた，9

胃曲は平てパにも 1月［し＼由よりも，湿った凹凸や組紺や，藁肘の様にすぐじ羽（けば）か

掛かり以い州の力か，カイ了ど： I消しく（横山 19 5 l)すくに営繭にとりかかれるから，ヤシ

閑内てはコミや［塊（］〉多いとこに名く見られた 0

1〕曲の期椙I

曲は 111ないし 2Hで元成し，その後 2日 ti I lで蛹化した 0 t前は，定の期間をへてポl
化 J るから; この期間の時間訊み吝適確におこなえは，繭の捕殺による防除計画がりてる

•Jr は可能てある。柾類によ,, て異なるか、幼虫期間の長い種ほど，曲の期間は長いことが

確認された¢

繭期間の変位の枷はその期間の短い Dnn a [「 Ima, 

てはこオしよりも大きく， ではさらに大き--
くなり，こ C)帥粕ては一部に 10 [I [ iを起りこす個休もあったむ

[))曲q1の蛹の死じ宇

曲の分解謁百によると，傷のついたものは湿った！：壌の中で雑菌や捕食虫に侵されたた

め仝!)↑ 死亡し C いた c 寄生蝿に寄生されているものは l.3 %と少なかった。

曲の羽化率は は 76 %と高く，他を引き離していた。 Macropl__e,,旦__r:1, s p 

はそれに次いでいた， ima の羽化年が高いのは，その繭期間が短く，繭が樹冠にあ

るために微牛物に佼される牒会が少ないないためと推論された。

一の般に地上に常曲するのものは羽化・中：が低いが， Macroplcctra sp. はその繭が羽じ状の

もので覆われており，湿ることが少なく、これも微11:物に侵される機会が少ないないため

その羽化半が，訂いのものと推論された。 また，立立~ 旦上胆！はその繭期間の変巽の f!lは小

さく，羽化；和が，均いため従来から臼に大発生する .L疫害虫として呼ばれている理由のへつ

であると苔えられた。

4 . 成虫の行動
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l)成虫の飛行行動と摺光性

成虫の飛行について淵杏をしたが，いずれの神も飛行力はあるものの，忙偶行動の時以

外は殆と飛行しないことが観察された 0 炸卵行動では痒卵箱の中で外から灯火や月光がさ

す部位に多く痒卵したことから， 樗光糾~ はあると見られた。しかし，現地でヤシ林に 1/ii

して 2年間にわたって誘蛾灯を点灯したか，これ ic捕獲された成虫ははとんどなかった。

ナミイラガでは 成虫の趨光竹があることか報内されており（岡島 l9J2), これを利用し

た防除も検討されていたがきヤソのイラカ

2)痒卵行動

いては困難であった。

痒卵についての試代は［として実験室て行われた。人 I心ヽ的な条件ドでは成虫は卵の一部

を荏んだでけに留まったか，痒卵の好的条件を知ることができた。

sp., Thosea bisura, mula rharaの 4種については，幼虫時の餌ff条件と

詞じく，高湿度が必要であった。 ]:ho_1c_§asi尺りa, Lh_o_~_u V e ! u s ! aは高い湿度は必要ない

が，飛行できる空間が必要であることかわかった g これも幼虫時の飼育条件ど同じであっ

た。

産卵前のが偶行動ではホーパリングをおこなう氣，交J浮の型は雌雄反対に向く刑等，他

の鱗翅日と同一と見られた。庁．卵敷は」加）s eを3芝i.Es~_色の 6 いが最大で，＿吐9竺ミ竺上りs t a 

の 246 が最少であった。ヤシの葉の［に外み付けられた卵の殻らばりの咽には，それぞ

れ種によって一定の傾向があることが観察された。これらの 7種イラカの卵はいずれも，

伯平なうすい卵殻をもっており ''}・y クス様の物のついた第かプラスチック様のものでな

いと乾燥して孵化しないことがわかった。

成虫の野外での産卵時にはそれそれ決まった料性かあろから， この習性を利用する防除

法も検討の余地があろう。

Se1ora ni tensでは卵寄牛奸］ロi__h_匹 _ll.eJlJ. Se h n t e rが観察されいるが (Syed

& Pang 1971), 野外から採集した卵を認行した糾果では寄4蠅，寄生鋒の類は発見されな

かった。

5. 害虫の増加

既述のミノガやイラガはココヤシから，新竹物であるアプラヤゾに移行してきたものて

ある。 Setora ni tens はココヤシ，パナナ．条の,n'炭内虫てあり，アプラヤシに移行して
きたが (Miller 1933), 現在ではココヤシにはその ·,•f は少ない (Lever 1969)。インドネ

シャに多い.flonela (j_旦ビ」日、Snell.はサゴヤシから (leilch 1966).Thosea 杞旦工!_Iiココ

ヤシからアプラヤシに移行したの古虫として恨内されている (llerstlct 1975)。

Tho sea as i gna はアプラヤシ以外の栽培ヤツを食古しないから (Kalshoven 1951), 野性

のヤシからアプラヤシに移行したものと考えられる。 Shah(1974) の糾杏によると令アプ

ラヤシに移行してから 27年をへた現{I' 体 ,f(は増加して，繭の長径が 16.I mmから 20. 5 mm 

にかわったと報告されているが，これはアプラヤシが寄 t植物として適していると推測
される。近年ではミノガ (J,LaJ!asena£._rHbctti Tams)もIi,)様に他の作物から移行してきた

といわれている (Syed 19764)。

新・,1;虫Macrop_leclra sp. は I9 11年 2月 II! Iアプラヤシ研究所の交忙用員本である 1東神に

近い lJu r a品神で新たに発見されたが，飢育した粘*'他のイラガの令く食べないアプラヤ
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シの幼苗を食べることが観察された。その発見当初はDura品種のみにいたが，その後忽速

に他のイラガと同様に Tenerra品種で大発11,をした（仔貞 l7)。将来他のイラガと 1,;J様

アプラヤシの主要な害虫となると考えられるから充分な注意が必要である。

ヤン科の柏物は 33 0 0種あり (Mcい贋 rrach 1~60), その内の大部分は野性である (Wh,ぃ

more 1976)。すで s p. カ、野竹ヤシからアプラヤシヘ移i

して定行した実情もあり， 今後も続くものとみられる。

6。イラガによる害

アプラヤシ害虫の中で Bunchmoih (l」エ］上いい mu11 ci e i I ;i)は花や実を貪害すると報四さ
れている (Onn!972,Chan!941)。 (ラガ類は幼虫の時期に葉を食古する，これによる収穫

へのm害は大きいか生花芽の分化から結実まで 35か月かかり g ヤンの第被古ど、［の収噴

との関係には 3年のずれがある。また，施lllりと収り［との If¥]にも 4年ないし 5年の時間のず

れがあるので (Tobingl919), 被害の介定は短期間には出来ないむ Wood(lり『nは人工的
樹冠の菜を 4分の l切り落して，その後 5年間にわたって，収阻を調べた結果，減収は

年[)%と少なかったが，それが詞復するには 5年掛かったと報告している。

コヤシが莫を食言するマダラガ科の』工旦［四心王且gメ主□いにより 90 %の被害を受けた場
，その収閏は :l0%になったが '4年で日復したと報告されている (llo l 9'/ l)。 ャ

類は古虫による被宍から加l復するのに時間がかかるのが特長である。

＂現在行われている防除怯と令後の方針

視在アプラヤ >I此じては薬剤散布による防除かりわれており，人型の地上散缶機によろ茂

が行効てあると報告されており (Wood 1971, Leitch 1966 ,Hoh, 1974), また，さら

, Wood (191}, 1974) は：l D 0 工—力—以上では航亨機による散布の方が，効半がよ

済的であり，防除を適期に行うためには必要であると報告している。

Mackenzie (!975) もその有効なことは認めているが，航空哉の場合には槃剤は葉の裏

は付かないのが欠点てあると指摘している。空巾散布は環境を汚染するのでこれに代

る方法として，幹に殺虫剤をi主人する力広もとられているが (Wood 1974), この方法も

牛咋物の油が汚染される危険があるのみてなく，幼虫が、若合でないと効果は いと報告

されている (Sankaran 1970)。

安令な方法として「て捕らえる力法もある（い）niley 1974)。ウイルス利用による防除も

行われているが (Tionr,,i976. (心n! Y等l9'/ 5) , 圃場状態ではその活力充分に発揮できな

いので，サバ洲ては実川には全っていない 0 生物的防除法としては，ヤシ園内に捕食性大

敵を行成することが提案された。そのために雑パtを刈り取らないで，その侭で増やす方法

を Syed (1974)は曲めているが，天敵の効果は余りあまりあが，っていない。

現在サバ州では繭の捕栂による防除がおこなわれている。この }j法は比較的少ない労力

で効果があり，更に，次期の発牛の間報が入手できる利点がある。ャシ園内がある程度清

掃され片ずけられ耕転機などが入り局い状態にあり，羽化の時期が適切にとらえられれば

，極めて n 効な }j 法であると考~ えられる。

ヤシ林には森林時代の残りの占い切り株などが多いが，これらは害虫の関れ場所にもな

るから，落ち艇と共に片ずけ，園内を泊掃する必汲があると言われている (Hoh 1974, 
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Simpton諄!g 7 2)。イラカの繭は根辺の地衣にあり，また埃れやすいから，熊手でかき

つめるだけでも，允分繭は集められ，この物刑的防除は有効であり，今後有州て岳る。

本邦のナミイラカては古来，蛹化している時期に抽殺する方法（竹脇 l 9 2 

ヤシのイラカではいinbrigge(1914) も，この時期に防除するのが1ー！効であ

いる。

ココヤシの Setora』［上臼豆では繭を捕るたけてなく， これから出

を利用るする方法か付効てあるとい）rhelt (1932 

以上幾つかの防除のについて述べ'.たか令防除のコンサルタン

ついての知識の蓄積することか急務でありると t張しており。り物駅除
Pang(日74)は翡介が重要であると工っているゎ

また，ヤシ園の経営者のTonilcy(!9口）は水りの経験から考えズ 片期発見が枯本

あると推している。そのいずれも当をえた怠見であるが、拭礎からは tめ

知見を蓄積し，解析し，問題を一つ つ鮒決して，丈用にいたるよ〗代と研

の組織体制を作ることが今後の課題てあろう，;
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研究セ、タ レイ ア国サハ州閏丈局と協 1;,jてアブ

且此iり信形侭 びに忙態に関する知見をうるために行われ

研究砂におし＼て li/ifl I 4 7年 8月からいJ5 j年？月まで，且旦J:IJ.

胄I..' 戸上幻旦 Moon, ,Thosea 

Moo「I己旦IJ.hamu!a Lhii上仁Swin h. の 7種のイラカのついて調

た c

各イ 7 プ］幼虫の形態，各令期における位体

沢予比骰検，HLた結果，イラガの種や令期''tff経過の
日ないし 6日以内に，蛹化する。種ごとの繭の形，皮

東繭に)'.る識別か容易となった。

2 ) 且k,11 ! ょ也]Ciヽ玖［象文 び，脈柘，色？大きさの相違を比較検討し，神の識別を容易にした 0

の）脈がい｝よる晶訓に際

によ『，確実に識別でき

3)卵はヤンの葉に

相により卵の段附ても識別

欝fても可能にない，発育経過

るられ，るようになった。

幼虫の飼存

は，鱗松を超言彼洗浄機により除去し，翅の脈相を観察する

法を巧案した c

るが，形や，大きさの相違，ヤシの第の上の産み付けの様

きた"以上の観察により，イラガの識別はその発生の初期段

予測りることか出来るようになり，計画的な防除対策が訂て

従来，幼虫の室内での飼脊は殆ど成功しなかったが，高湿度の保持が飼育を成功させるた

めの大きな嬰囚となっていること，また幼虫はその鋭い棘毛のために取扱いにピンセット

川い］ろを得ず''~ とに後述もするように幼虫の菜への粘蔚力が一段と強く，ためにピン

セッ！て虫休を蛤から出きはがす際に，苔しく傷つけることなどが死虫率の高い原因であ

ることか判町した。これらの知見をもとに幼虫を野外から採集する際は，幼虫が付着して

いる葉ごと採切し，幼虫休へのピンセットの直接接触を極力避けるようにするようにした

また幼虫の付行した岱片は水，ドに抑し，トタンおよびガラス製の高湿度密閉型のケース

中に収容し，これを飼育する Jj法を試みたところ，ほぼ常に 60%以上の高い生存率を得，

飼行仏を— 1も確＼＇、することに成功した。

3. 幼虫の行動

苔者の考案にかかる粘行｝］測定淵を川いて調べたところ，幼虫のヤシの葉への粘符｝］は

幼虫の体重の lgないしい倍てあり，また幼虫をピンセットで挟む）］も IHJじ大きさと予想外

に大きく，この入八的な力が虫休を偉つけ，死亡率を高める原因になっていることがl1Jっ
た。また，この....述の測定）j法は他の昆虫の牛態研究にも利川できるものと考えられる。

これらの測定の糾果から，幼虫の取り扱いに改良がなされたために，その後死亡率はきわ

めて低くなり効5f-¥(/)よい和iin 11 oミの間発と共に懸案になっていた生活史，生態，形態の変化
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の記録も取れるようになった。

1 . 食害と食性

l)野外の自然状態ドでの観察と実験室での飼育観察により，

相，行動，また寄t柏物の神類範囲か平ljったくヽ
食葉 m,食第習性も併せて調査した鈷果， はココ

vctusta はそれを全然食べないことか判った。

' 八＇ 育速度，食';•{の様

葉を殆 ず§ 主,-'

2)幼虫の休田と食葉凩との，［りt関係を謁べた鈷果， l令幼虫ではその限は極めて！））なく，

2令以後，除々に増し，最終令に近づくと匁増し奮その増加は対数的に士昇するのが見られ

た（）全幼虫期間の食菜量は種，個体により異なるが，幼虫の終令期の体用の↓ 3倍から 9.2 

の範囲であった。この値はカイコの 5.0倍に較べて．極めて大きいことかわかった a たと

えば， Thosea asignaはl5. 2 gのヤシの葉を食内するが，これは

する mである。

5 . 11: 育期間

ャ 葉 2枚に相

］）幼虫の生育期間は，小磨の Dama lrima,Macroplcc!ra sp. は的く，中間型のイラ

これに次ぎ，大刑のイラカは長く，ほほ体屯と直線関係にあるこ

各令の期間は 1 令が lLl•-2 日と短く， 2 令から 6 令にかけて 3 . {; 日で，やや長〈を最

終令は---般に長く， 5日 8日で，またその変巽の輻も大きい。令数も種類によっ

Mac rop I e cj_旦 sp. 食~竺

営繭場所である地上にヤシの幹を伝わってド降するが令 Selora niteいはその際にヤ

樹木冠から直接に地上に落下する朽付が見られた。この種は営繭時期になると腹脚の打•J

凸叩になり，かつ，枯液の分泌が少なくなるために，葉への吸蔚力が低下して葉から落

ものと観察された。

2)幼虫の阿繭の場所は種により，ほぼ・う定していると見られた。幼虫は老熟期に近

曲蛹期に入ると，休色，体形，行動にそれぞれの神により特異な形て度化する傾向が認め

れた。

』旦!rim aは仝数,Thosea の''開は樹 tに営繭するが，これ以外のものは地上
に降りて来て，ヤシの根辺又は近くの落葉の下や象凹所などに営繭するのが見られた。

3)繭の期間は幼虫の小型種は短く，中間刑種はそれに次ぎ，大刑柿は長いその期間はいず

れも特別なものを除いて， lO I.Iから 52日の範開であった。

6. 成虫の行動

l)成虫の荏卵には沿度または， ．、ぷの空間が必嬰であると観察された。

:Vlacroplcc!ra sp., ・ 「hosea bisura及ひ主口」hamula旦旦旦は守間は小さくても良いが，高

い湿度が必要てあり， Thosea i!2旦旦色吐旦竺3ve!usta は湿度には関係なく，少なくとも， 2 

m立}j程度の空間が要ることが観察された 0

これらの諸結果から，イラガの発牛に対して，その初期において a)柿類， b)発生限，
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C)生育の経過時期， d)次の川代の発4時期等がわかり，その防除の対策と実施計訓が

たてられ，効率のよい防除，とくに，蛹期間の捕穀防除が可能になったと考えられる。

2)これらのイラガの防除は突然の大発化の場合のを除いて，その繭の時期に行うのが安

全性と経済性の上からも，最も効果的であると考えられる。そのグ｝に，ここに得られた知

見を利用することにより，

a)イラガの発生のf察が，iJ能になる。

b)防除の器材労力の用意ができる。

C)イラガの生育の経過を知ることにより繭時期の捕殺防除が可能になる。

d)農槃を使用しない防除の対策も立てられる。

等の利点がえられるため効果的な安令な古虫防除の対策を立てることができると考えら

れる。
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